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薄
墨
色
の
空
に
桜
が
淡
く
溶
け
入
る
４
月
１
日
、
大
阪
音
楽
大
学
と
短
期
大
学

部
の
１０
年
度
入
学
式
が
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
学
生
は
短
大
が
音
楽
科
１
７
１
人
、
専
攻
科
２５
人
、
大
学
が
音
楽
学
部
１
７
１

人
、
３
年
次
編
入
３８
人
、
音
楽
専
攻
科
３５
人
、
大
学
院
１３
人
の
計
４
５
３
人
。�

　
式
は
華
々
し
い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で

始
ま
り
、
中
村
孝
義
学
長
が
「
村
上
龍

は
『
音
楽
家
の
幸
福
』
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
で
、
坂
本
龍
一
が
〝
プ
レ
イ
（
遊
び

↓
演
奏
）〞
の
感
覚
で
作
曲
す
る
、
と

う
ら
や
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
音
楽
の

持
つ
稀
有
の
特
権
。
み
な
さ
ん
も
心
を

大
き
く
開
い
て
幅
広
い
出
会
い
の
経
験

を
目
指
し
、
素
晴
ら
し
い
音
楽
人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
新
入
生
を
歓
迎
し
て
在
学
生
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
、
Ｅ
・
エ
ル
ガ
ー
の
行
進

曲
「
威
風
堂
々
」
を
演
奏
。
式
の
後
、

管
楽
器
専
攻（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）の
新
入

生
は
「
大
学
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入

っ
て
が
ん
ば
り
た
い
」、
ピ
ア
ノ
専
攻

の
新
入
生
は
「
ソ
ロ
だ
け
で
な
く
、
伴

奏
や
室
内
楽
を
や
り
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
付
属
音
楽
幼
稚
園
の
第
４３
回
入
園
式

が
、
４
月
５
日
に
園
内
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
入
園
児
は
年
少
組

９９
人
、
年
中
組
９
人
、
年
長
組
１
人
の

計
１
０
９
人
。�

　
小
畑
有
子
園
長
が
「
み
な
さ
ん
、
幼

稚
園
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
か
ら
、
先
生
や
お
友
だ
ち
と

い
っ
ぱ
い
ご
あ
い
さ
つ
し
て
、
み
ん
な

で
元
気
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
と
卒
園
児
ら
が
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

こ
ろ
」
な
ど
を
歌
い
新
入
園
児
を
歓
迎

し
ま
し
た
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
桂
直
久
名
誉
教
授

が
平
成
２２
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
春

の
生
存
者
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
、

５
月
１１
日
に
東
京
・
国
立
劇
場
で
伝
達

式
が
あ
り
ま
し
た
。
約
４２
年
の
長
い
間
、

西
洋
哲
学
、
オ
ペ
ラ
演
習
、
演
劇
論
の

教
育
研
究
活
動
に
力
を
尽
く
し
、
音
楽

家
、
音
楽
教
育
の
育
成
に
情
熱
を
傾
け

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
９５
年
に

は
夫
人
の
斗
伎
子
名
誉
教
授
も
勳
三
等

瑞
宝
章
を
受
け
て
お
り
、
本
学
関
係
者

の
夫
婦
受
章
は
３
組
目
で
す
。�

　
桂
名
誉
教
授
は
６９
年
に
教
授
に
な
り
、

９６
年
に
退
職
す
る
ま
で
教
務
部
長
、
演

奏
部
長
、
水
川
記
念
館
主
事
な
ど
を
歴

任
。
５７
年
（
昭
和
３２
年
）
、
付
設
の
児

童
音
楽
学
園
（
現
付
属
音
楽
院
）
で
は

発
足
当
初
か
ら
児
童
を
対
象
に
ソ
ル
フ

ェ
ー
ジ
ュ
・
音
感
教
育
を
行
い
、
早
期

児
童
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

５８
年
に
教
育
の
拡
充
を
計
り
、
４
年
制

大
学
の
設
置
認
可
を
申
請
す
る
際
に
は
、

事
務
機
構
の
整
備
、
諸
規
程
の
作
成
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
な
ど
大
学
の
礎
と

な
る
部
分
の
実
務
に
尽
力
。�

　
水
川
記
念
館
主
事
の
時
は
「
開
か
れ

た
大
学
」
と
し
て
公
開
講
座
を
催
し
た

り
楽
器
博
物
館
の
一
般
公
開
を
行
っ
た

り
、
研
究
機
関
の
充
実
に
力
を
入
れ
、

６１
年
ご
ろ
か
ら
故
朝
比
奈
隆
名
誉
教
授

と
と
も
に
授
業
に
オ
ペ
ラ
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
演
出
活
動
で
は
関
西

歌
劇
団
演
出
部
に
入
団
以
来
、
手
掛
け

た
オ
ペ
ラ
演
出
は
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

な
ど
約
４
０
０
回
。
大
分
県
で
は
６８
年

の
第
１
回
旗
揚
げ
公
演
か
ら
オ
ペ
ラ
演

出
を
担
当
。
０７
年
に
大
分
合
同
新
聞
文

化
賞（
特
別
功
労
賞
）を
受
け
て
い
ま
す
。�

　
桂
名
誉
教
授
は
「
特
攻
隊
の
生
き
残

り
で
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
、
音
楽
と

結
び
つ
き
ま
し
た
。
平
和
で
な
け
れ
ば

音
楽
は
出
来
ま
せ
ん
。
音
楽
は
平
和
の

象
徴
と
い
う
こ
と
で
、
生
涯
こ
の
道
を

歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。�

中
村
学
長
式
辞
　
４
５
３
人
が
入
学
�

お母さんらの歌で新入園児を歓迎�

あいにくの雨の中、校門をくぐる新入生ら�
�

出
入
り
自
由
　
キ
ャ
リ
ア
相
談
室�

音
楽
教
育
・
オ
ペ
ラ
演
出
に
尽
力�
桂
直
久
名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章�

心
を
大
き
く
幅
広
い
出
会
い
を�

付属音楽幼稚園�
入園式に109人�

夫婦受章�
３組目に�
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で

は
卒
業
後
の
進
路
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
４
月
か
ら
新
た
に
「
キ
ャ
リ
ア

相
談
室
」
を
開
設
。「
入
り
や
す
く
利

用
し
や
す
い
相
談
室
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

学
生
の
み
な
さ

ん
が
自
由
に
出

入
り
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
、

事
務
所
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
一
新

し
ま
し
た
。�

　
「
キ
ャ
リ
ア

相
談
室
」
に
は
、

進
路
に
関
す
る

個
別
相
談
を
受

け
付
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
、
就
職
情
報
を

検
索
す
る
パ
ソ
コ
ン
、
音
楽
業
界
や
一

般
企
業
、
楽
団
な
ど
業
種
別
に
フ
ァ
イ

ル
し
た
求
人
票
、
就
職
関
連
図
書
、
進

学
や
コ
ン
ク
ー
ル
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

情
報
な
ど
、
閲
覧
し
や
す
い
よ
う
ジ
ャ

ン
ル
別
に
ゆ
っ
た
り
配
置
し
た
書
棚
、

デ
ス
ク
と
チ
ェ
ア
を
備
え
、
履
歴
書
作

成
や
資
料
閲
覧
な
ど
自
由
に
活
用
で
き

る
学
生
ス
ペ
ー
ス
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
た

個
別
面
談
用
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
壁
面
に
は
最
新
の
求
人
票
を
貼
り

出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
広
く
な
っ
た

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
ミ
ニ
講
座
も
計

画
中
で
す
。�

　
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
」
を
よ
く
利
用

す
る
と
い
う
フ
ル
ー
ト
専
攻
の
学
生
は
、

「
一
般
常
識
や
面
接
対
策
の
本
な
ど
、

書
店
で
買
わ
ず
に
こ
ち
ら
の
資
料
を
借

り
て
勉
強
で
き
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
地
元
で
、
音
楽
を
勉
強
す
る

時
間
を
確
保
し
つ
つ
働
け

る
就
職
先
を
探
し
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
企

業
情
報
を
活
用
し
、
現
在

二
次
面
接
ま
で
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。�

　
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
」
に
は
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
学
生
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
沿
っ
た
、
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
親
身
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
音
楽
教
室
ｈ
ｏ
ｗ 

ｔ
ｏ 

セ
ミ
ナ
ー
」
や
教
員
採
用
試
験

の
筆
記
試
験
対
策
講
座
な
ど
、
就
職
に

役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
会
や
講
座
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
「
就
職
活
動
を
何

か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
卒
業
後
の
自
分
の
姿
が
想
像
で
き
な

い
」
な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な
相
談
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
新
し
く
な
っ
た

「
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
」
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
奨
学
制
度
の
海

外
提
携
校
留
学
助
成
金
を
新
年
度

か
ら
一
部
改
正
し
ま
し
た
。
旧
制

度
だ
と
留
学
す
る
た
め
に
は
休
学

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
制
度
で
は
在
学
し
な
が
ら

留
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
留
学
期
間
中
に
提
携
校
で
履
修

し
た
単
位
の

う
ち
、
本
学

教
授
会
が「
適

当
」
と
認
め

た
も
の
に
つ

い
て
は
本
学

の
授
業
科
目

で
履
修
し
た

も
の
と
み
な

す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
提
携
校
へ
の

授
業
料
は
本
学
に
納
め
た
授
業
料

を
充
て
ま
す
。�

　
新
制
度
で
は
休
学
す
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
本
学
を
進
級
、
ま
た

は
卒
業
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
留
学
前
後
、
留

学
中
の
学
修
を
通
じ
て
進
級
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
は
、
６
月

１
日
か
ら
事
務
機
構
を
一
部
改
組
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
事
務
局
に
企
画
・
学
務
・

入
試
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
研
究
・

管
理
の
６
つ
の
事
務
部
門
が
並
立
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
企
画
事
務
部

門
を
政
策
企
画
本
部
と
改
め
、
各
事
務

部
門
の
上
位
に
置
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

学
校
法
人
が
近
年
の
状
況
に
適
切
に
対

応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
主

体
的
か
つ
機
動
的
な
体
制
に
す
る
た
め

に
改
組
し
た
も
の
で
す
。�

　
政
策
企
画
本
部
は
、
従
来
企
画
事
務

部
門
が
行
っ
て
い
た
法
人
業
務
、
広
報
、

自
己
点
検
・
評
価
、
国
際
交
流
に
加
え

て
、
新
た
に
大
学
の
将
来
像
を
見
据
え
、

社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
教
学
、

経
営
の
あ
り
方
を
判
断
し
、
学
生
募
集

活
動
、
組
織
の
活
性
化
、
教
育
内
容
の

充
実
な
ど
、
具
体
的
な
政
策
を
立
案
す

る
政
策
企
画
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
今
回
の
改
組
で
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
事
務
部
門
か
ら
、
演
奏
会
や
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
業
務
を
分
離
し
、

演
奏
事
務
部
門
と
し
て
独
立
さ
せ
ま
し

た
。
Ａ
号
館
２
階
の
研
究
事
務
部
門
の

窓
口
名
称
を
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
、
既
存
の
「
Ｆ
Ｄ
推
進
室
」
に
加

え
、
「
Ｇ
Ｐ
企
画
室
」「
連
携
支
援
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。�

�

政
策
企
画
本
部
を
設
置�

６
月
１
日
か
ら
事
務
機
構
改
組�

キャリア相談室の全景�

個人面談用ブース�

出
入
り
自
由
　
キ
ャ
リ
ア
相
談
室

出
入
り
自
由
　
キ
ャ
リ
ア
相
談
室�
出
入
り
自
由
　
キ
ャ
リ
ア
相
談
室�

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
開
設�

在学しながら�
留学できます�
提携校助成金一部改正�
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ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
楽
大
学
で
約
半
年
間
、
本
学
初
の

交
換
留
学
生
と
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
t
崎
真
央
さ
ん
（
大
２
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

が
３
月
１５
日
に
帰
国
。
広
報
誌
編
集
室
に
「
芸
術
を
学
ぶ
者
と
し
て
最
高
の
環
境
だ
っ

た
」
と
留
学
体
験
記
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。�

　
ド
イ
ツ
の
中
心
に
位
置
す
る

ワ
イ
マ
ー
ル
。
あ
ま
り
日
本
に

は
な
じ
み
の
な
い
田
舎
町
で
す

が
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
、
バ
ッ

ハ
、
リ
ス
ト
な
ど
多
く
の
文
化

人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
で
有
名

で
す
。
そ
ん
な
、
芸
術
を
学
ぶ

者
と
し
て
は
最
高
の
環
境
の
中
で
、
私

は
半
年
間
の
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。�

　
初
め
の
う
ち
は
、
住
民
登
録
や
保
険

の
加
入
、
銀
行
口
座
の
開
設
に
携
帯
電

話
の
購
入
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続

に
ビ
ザ
取
得
等
々
、
す
べ
き
こ
と
が
山

ほ
ど
あ
る
上
に
全
て
ド
イ
ツ
語
で
の
対

応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
当
に
や
っ
て

い
け
る
の
か
と
頭
を
悩
ま
す
ほ
ど
大
変

で
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
す
ら
分

か
ら
ず
、
先
の
見
え
な
い
不
安
や
恐
怖

心
と
と
も
に
過
ご
し
た
初
め
の
三
カ
月
。

勉
強
し
て
い
っ
た
と
は
い
え
、
や
は
り

語
学
の
重
要
性
、
現
地
の
言
葉
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
最
初
の
一
カ
月

は
毎
日
、
語
学
学
校
に
通
い
、
慣
れ
な

い
中
で
大
学
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
私
は
実
技
レ
ッ
ス
ン
の
他
に
室
内
楽

を
三
グ
ル
ー
プ
持
っ
て
い
た
の
で
、
１

コ
マ
９０
分
の
レ
ッ
ス
ン
を
合
計
週
四
回

と
、
さ
ら
に
室
内
楽
の
合
わ
せ
も
こ
な

し
な
が
ら
語
学
学
校
に
も
行
き
、
学
校

が
始
ま
っ
て
か
ら
の
私
の
生
活
は
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
室
内
楽
の
合

わ
せ
で
は
、
思
っ
た
こ
と
を
躊
躇
せ
ず

に
全
て
言
い
き
る
迫
力
と
、
歯
に
衣
着

せ
ぬ
物
言
い
に
最
初
は
つ
い
て
い
け
ず
、

た
じ
た
じ
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慣

れ
て
い
き
、
メ
ン
バ
ー
と
は
喧
嘩
を
す

る
ほ
ど
仲
が
い
い
、
と
い
う
関
係
に
な

り
ま
し
た
。�

　
半
年
住
ん
だ
こ
と
で
、
１０
月
に
は
玉

ね
ぎ
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
屋
台
が
並
び
、

１２
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

始
ま
り
、
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が

ら
お
喋
り
。
１
月
頃
は
気
温
が
毎
日
氷

点
下
１５
度
で
あ
た
り
一
面
が
銀
世
界
…

…
と
い
う
、
街
が
移
り
変
わ
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
明
る
い
時

間
が
と
て
も
少
な
く
、
日
が
差
す
こ
と

の
な
い
ど
ん
よ
り
し
た
、
寒
く
て
暗
い

真
冬
。
そ
の
よ
う
な
中
で
生
活
し
て
い

る
と
太
陽
や
光
を
待
ち
わ
び
る
よ
う
な
、

春
へ
の
強
い
憧
れ
を
持
ち
ま
す
。

S
ch
u
m
an
n

が
希
望
に
満
ち
た
春
に
想

い
を
馳
せ
て
、
交
響
曲
の
一
番
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
も
深
く
理
解
で
き
ま
す
。�

　
文
化
や
芸
術
と
い
う
の
は
、
人
々
が

暮
ら
し
て
い
く
上
で
生
ま
れ
て
き
た
も

の
な
の
で
、
本
場
の
空
気
に
触
れ
て
、

生
活
の
様
子
や
息
遣
い
を
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
は
、
西
洋
文
化
を
勉
強
す
る

上
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
一
歩

外
に
出
る
と
、
石
畳
の
上
を
馬
車
と
人

が
行
き
か
い
、
高
い
塔
を
持
つ
教
会
の

鐘
が
１５
分
ご
と
に
街
に
響
き
渡
り
ま
す
。

中
世
の
薫
り
の
残
る
レ
ン
ガ
造
り
の
建

物
を
抜
け
る
と
、
街
の
中
心
に
は
見
事

な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
市
庁
舎
と
、
右
手

に
は
、
川
が
流
れ
緑
豊
か
な
、
広
大
な

敷
地
の
自
然
公
園
。
街
角
に
は
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
る
小
さ
い
子
ど
も

や
、
フ
ル
ー
ト
を
吹
く
お
じ
さ
ん
…
…

そ
ん
な
環
境
の
中
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

が
生
ま
れ
、
発
展
し
た
こ
と
は
、
と
て

も
自
然
な
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
私
の
実
技
担
当
だ
っ
た
ド
イ
ツ
人
の

べ
ー
ツ
教
授
は
私
に
よ
く
言
い
ま
し
た
。

「
も
っ
と
自
然
な
フ
ォ
ー
ム
で
、
円
を

描
く
よ
う
に
。
ま
る
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
い
る
み
た
い
に
」
。
自
然
、
と

い
う
感
覚
が
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。�

　
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
、
楽
器
を

構
え
て
弾
く
と
い
う
動
作
は
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
む
こ
と
よ
り
は
複
雑
で
、
自
然
で

は
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
力
を
抜
い

て
立
ち
、
自
然
に
楽
器
を
構
え
、
最
小

限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
っ
て
自
然
体
で

弾
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
半
年
間
の
最

大
の
課
題
で
し
た
。
私
に
は
と
て
も
難

し
い
の
で
す
が
、
街
を
歩
く
だ
け
で
様
々

な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
彼
ら

に
と
っ
て
、
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
、
楽

器
を
弾
く
こ
と
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

の
と
同
じ
く
ら
い
と
て
も
自
然
な
こ
と

な
の
で
す
。�

　
今
回
の
留
学
で
出
会
っ
た
人
々
、
そ

し
て
様
々
な
貴
重
な
経
験
に
よ
っ
て
、

私
は
前
よ
り
も
成
長
で
き
、
そ
し
て
自

信
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験
を
糧
と
し
、
今
後
も
積
極
的
に
音

楽
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

帰国直前、本学で学んでいたマルティン・フリード�
リッヒ・カーゲルさんと一緒に�

本
学
初
の
交
換
留
学
体
験
記
　
w
崎
真
央�

ドイツのワイマール・フランツ・リスト音楽大学に半年間�

「
自
然
体
で
弾
く
」
滞
在
中
の
課
題�
�
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大
阪
音
楽
学
校
は
３０
年
（
昭
和
５
年
）

に
「
第
１
回
公
開
大
演
奏
会
」
を
大
阪

市
の
中
之
島
中
央
公
会
堂
で
開
き
ま
し

た
。
大
赤
字
を
出
し
、
失
敗
に
終
わ
っ

た
北
九
州
演
奏
旅
行
の
２
カ
月
後
の
こ

と
で
す
。
校
長
永
井
幸
次
が
余
分
に
負

担
し
た
旅
行
経
費
を
、
こ
の
演
奏
会
で

何
と
か
穴
埋
め
し
よ
う
と
、
教
職
員
や

学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を
さ

ば
く
の
に
奔
走
し
ま
し
た
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
、
開
場
前
か
ら
中
之
島
に
は
長

蛇
の
列
。
出
演
予
定
の
教
員
や
学
生
ま

で
出
て
入
場
整
理
と
警
戒
に
当
た
り
、

一
人
の
け
が
人
も
出
さ
ず
、
無
事
演
奏

が
終
了
。
北
九
州
演
奏
旅
行
で
出
し
た

赤
字
の
二
、
三
倍
を
上
回
る
収
益
が
あ

り
、
大
い
に
面
目
を
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）�

　
大
演
奏
会
は
２
月
２３
日
１８
時
３０
分
か

ら
開
演
。
第
１
部
は
混
声
合
唱
や
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

な
ど
。
第
２
部
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、

バ
リ
ト
ン
独
唱
、
ピ
ア
ノ
独
弾
、
セ
ロ

（
チ
ェ
ロ
）
独
奏
な
ど
。
「
待
ち
か
ま

え
て
い
た
数
千
の
聴
衆
が
、
一
時
に
、

あ
の
狭
い
南
側
の
入
り
口
に
殺
到
し
た

の
で
、
け
が
人
が
出
な
か
っ
た
の
が
不

思
議
な
ほ
ど
の
物
凄
さ
。
さ
す
が
頑
丈

な
公
会
堂
も
ハ
チ
切
れ
ん
ば
か
り
の
超

満
員
だ
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
陰
で
、
北
九
州
旅
行
で
出
た
赤
字
の

穴
埋
め
を
し
て
、
ブ
ル
ス
ナ
ー
の
セ
ミ
・

コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
と
管
楽
器
数
点

も
購
入
出
来
た
と
い
う
お
ま
け
も
つ
き

ま
し
た
。�

　
赤
字
と
言
え
ば
、
永
井
の

女
婿
で
教
員
の
長
井
斉
は
、

後
に
大
阪
音
楽
学
校

主
催
の
演
奏
会
を
開

校
時
か
ら
振
り
返
り
、

次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。「
開
校
（
大

正
４
年
）
か
ら
昭
和

１７
年
秋
ま
で
の
期
間

に
、
大
阪
音
楽
学
校

が
主
催
し
た
音
楽
会

は
、
私
の
記
録
だ
け

で
も
３６
回
に
及
ん
で

い
る
。
そ
の
う
ち
、
大
正
年

間
に
開
催
さ
れ
た
８
回
は
大

阪
音
楽
学
校
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

永
井
幸
次
の
個
人
主
催
で
あ
っ
た
。
そ

の
大
部
分
は
来
朝
音
楽
家
の
堂
々
た
る

演
奏
会
で
、
い
ず
れ
も
大
赤
字
を
覚
悟

の
前
の
、
犠
牲
的
な
演
奏
会
ば
か
り
で
、

永
井
熱
血
校
長
奮
闘
の
勇
姿
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
付
け
ら
れ
る
思
い
だ
っ
た
」�

　
「
そ
の
中
、
特
に
感
激
的
な
印
象
を

残
し
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
の
チ
ェ
リ
ス

ト
、
ボ
ク
ミ
ル
・
シ
コ
ー
ラ
が
熱
演
し

た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ロ
コ
コ
風
変

奏
曲
と
、
名
伴
奏
者
ス
ク
ラ
レ
フ
ス
キ

ー
を
伴
っ
た
、
こ
れ
も
ロ
シ
ア
の
美
し

い
名
ソ
プ
ラ
ノ
、
リ
ブ
コ
フ
ス
カ
の
歌

っ
た
リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ
の
雪

娘
や
ダ
ル
ゴ
ミ
ジ
ュ
ス
キ
ィ
の
土
の
香

漂
う
ロ
シ
ア
民
謡
の
数
々
だ
っ
た
」�

　
こ
れ
ら
名
演
奏
者
、
名
伴
奏
者
の
演

奏
会
は
い
つ
、
ど
こ
で
開
催
さ
れ
た
の

か
―
―
。
シ
コ
ー
ラ
・
セ
ロ
（
チ
ェ
ロ
）

大
演
奏
会
は
２０
年
（
大
正
９
年
）
５
月

２６
日
に
中
央
公
会
堂
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
「
聴
衆
約
千
五
百
名
、
盛
ん
な
る

喝
采
に
迎
え
ら
れ
て
始
ま
っ
た
演
奏
は

ま
ず
、
最
初
の
二
曲
は
比
較
的
平
凡
に

終
わ
っ
た
が
、
第
二
部
の
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
変
調
曲（
変
奏
曲
）＝
た
だ
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
別
の
曲
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
＝
か
ら
真
に
驚
く
べ
き
氏
の

価
値
が
現
れ
た
。（
中
略
）ほ
と
ん
ど
批

評
の
余
地
さ
え
な
い
氏
の
芸
術
は
真
に

世
界
的
の
名
に
背
か
ず
、
人
々
は
た
だ

深
い
感
激
に
浸
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ

た
」（
翌
２７
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
）�

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
プ
リ
マ
・
ド
ン
ナ
、

リ
デ
イ
ア
・
リ
ブ
コ
フ
ス
カ
夫
人
の
演

奏
会
は
２２
年
（
大
正
１１
年
）
３
月
１３
日

と
１４
日
に
や
は
り
中
央
公
会
堂
で
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。
「
熱
心
な
聴
衆
は
ス

テ
ー
ジ
に
現
れ
た
夫
人
の
姿
に
目
を
奪

わ
れ
た
（
中
略
）
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ス

ク
ラ
レ
フ
ス
キ
ー
氏
も
伴
奏
の
外
に
シ

ョ
パ
ン
、
バ
ラ
キ
レ
フ
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン

等
の
作
品
に
完
全
な
技
巧
と
鋭
利
な
理

解
を
示
し
た
…
（
中
略
）
な
お
、
十
四

日
夜
、
夫
人
は
歌
劇
『
雪
娘
』
の
女
主

人
公
に
扮
し
て
独
唱
を
試
み
る
筈
」�

（
３
月
１４
日
付
の
大
阪
毎
日
新
聞
）
と

あ
り
、
演
奏
会
は
と
も
に
絶
賛
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
演
奏
会
の
う
ち
、
リ
ブ
コ
フ

ス
カ
夫
人
の
演
奏
会
は
確
か
に
、
大
阪

音
楽
学
校
楽
友
会
主
催
で
、
長
井
の
記

述
通
り
、「
何
と
し
て
も
大
阪
音
楽
学

校
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
」
と
願
う

永
井
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。�

�
〈１３〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

大盛況だった第１回公開大演奏会（１９３０年、中之島中央公会堂）�

赤
字
穴
埋
め
楽
器
も
購
入�外国人出演に永井尽力�

演奏会に長蛇の列�
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丸山耕路�清水淳彦�北野裕司� 星賀規子� 油井美加子� 西本由香�小杉裕一�

北野　裕司�
A.スクリャービン：２４の前奏曲　
作品１１より�

星賀　規子�
L.v.ベートーヴェン：ピアノソナタ　
第３２番　ハ短調　作品１１１�

油井美加子�
C.ドビュッシー：『版画』『喜びの島』�

ピアノ２台とソロ�
丸山　耕路（ソロ）�
清水　淳彦（ソロ）�
J.S.バッハ：トッカータ　ホ短調　
BWV９１４　ほか�

西本　由香　小杉　裕一（２台）�

第２５回ミレニアム・スチューデント・
コンサート�
第一夜　６月２１日（月）１８時　入場無料�
ソロ部門　濱田明希　飯沼薫　s川優梨香　�
井上舞香　立川正美　小野恵　李梨紗　上田冬美�
山家谷憲司�
第二夜　６月２２日（火）１８時　入場無料�
ソロ部門　林美希　島令子　岸上ゆりか　�
田中梨奈　濱野彩香　藤田敬介　農頭奈緒�
第三夜　６月２３日（水）１８時　入場無料�
アンサンブル部門　中谷恵　白石麻里子　�
西岡章博　澤井明日見　宮本茉実　松本静香　�
安井浩平　谷芳菜　新谷優　奥山由布子　�
下田彩　濱田夕葵　田原正士　二野宮祐希　�
熊谷直子　梶山伊織　　武　森美鈴　細川真美�
肥後徹士　児玉幸子　江幡遥祐　藤田敬介�
越智由香里　土井沙織　石股あかり　田中あゆみ
二野宮祐希　　西貴大　上田将太　谷瑞樹�

２０１０年度ミレニアムピアノコンサート�
～ピアノ教員による演奏会～�

ミレニアムホールの催し�

第２回　６月８日（火）１７時　入場無料� 第３回　７月１日（火）１７時　入場無料�

ミレニアムホールの催し�

オペラ・プレトーク�

OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

�

の 催 し �6月・7月�
６月３日（木）�
１８時３０分�
�
６月８日（火）�
１７時�
�
６月９日（水）�
１８時３０分�
�
６月１１日（金）�
１８時３０分�
�
６月１２日（土）�
１４時�
�
６月１２日（土）�
１８時�
�
６月１６日（水）�
１８時３０分�
�
６月１７日（木）�
１８時�
�
６月１８日（金）�
１８時３０分�
�
６月２１日（月）�
１８時�
�
６月２２日（火）�
１８時�
�
６月２３日（水）�
１８時�
�
６月２３日（水）�
１８時３０分�
�
６月２５日（金）�
１８時３０分�
�
６月２６日（土）�
１０時３０分�
�
６月２６日（土）�
１４時�
�

７月１日（木）�
１７時�
�
７月２日（金）�
１８時�
�
７月４日（日）�
１４時�
�
７月６日（火）�
１８時３０分�
�
７月８日（木）�
１８時�
�
７月１０日（土）�
１０時３０分�
�
７月１７日（土）�
１０時�
�
７月１８日（日）�
１０時�
�
７月１９日（月・祝）�
１０時�
�
７月２３日（金）�
１０時�
�
７月２４日（土）�
１０時�
�
７月２６日（月）�
１０時�
�
７月２７日（火）�
１０時３０分�
�
７月２８日（水）�
１０時３０分�
�
７月３１日（土）�
１０時�
�
７月３１日（土）�
１４時�

一般社会人のためのオペラ講座④�
大阪音楽大学　講師　中村敬一　ほか�
�
第２回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　北野裕司　星賀規子　油井美加子�
�
古今東西音楽考「意外と知られていない吹奏楽の世界」�
さいかくホール　講師　高　昌帥�
�
古今東西音楽考「モーツァルトのオペラ」�
さいかくホール　講師　晴　雅彦�
�
ミレニアムホール特別講座�
MH　講師　日下部吉彦　演奏　加藤かおり　小玉晃　丸山耕路�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC大阪南港サンセットホール　出演　福永修子　高垣節�
�
古今東西音楽考「やっぱり、ショパン！」�
さいかくホール　講師　油井美加子�
�
一般社会人のためのオペラ講座⑤�
OH　講師　中村敬一　ほか�
�
古今東西音楽考「打楽器の魅力」�
さいかくホール　講師　葛西友子�
�
第２５回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第１夜�
MH　出演　選抜学生�
�
第２５回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第２夜�
MH　出演　選抜学生�
�
第２５回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第３夜�
MH　出演　選抜学生�
�
古今東西音楽考「シューマンの隠れた名曲」�
さいかくホール　講師　西村　理�
�
古今東西音楽考「イタリアからの新しい風」�
さいかくホール　講師　本岡浩子�
�
ウィークエンドキャンパスツアー③�
大阪音楽大学�
�
オペラプレトーク「恋人たちの学校」�
OH１階ロビー　プレゼンター　大勝秀也　粟國淳　田中勉�
�

第３回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　丸山耕路　清水淳彦　西本由香　小杉裕一�
�
サマーオペラ「恋人たちの学校」─コジ・ファン・トゥッテ─�
OH　出演　並河寿美　北野智子　晴雅彦　小餅谷哲男　ほか�
�
サマーオペラ「恋人たちの学校」─コジ・ファン・トゥッテ─�
OH　出演　並河寿美　北野智子　晴雅彦　小餅谷哲男　ほか�
�
オペラ物知り講座「音響の仕事」�
MH　講師　中村敬一　小野隆浩�
�
大阪音楽大学大学院演奏会２０１０（第１８回 Msters' Concert）�
OH　出演　三浦槙子　山下真理子　中侑子�
�
ウィークエンドキャンパスツァー�
大阪音楽大学�
�
指導者研修　合唱応用編�
大阪音楽大学　講師　本山秀毅�
�
指導者研修　合唱応用編�
MH　講師　本山秀毅�
�
指導者研修　合唱応用編�
MH　講師　本山秀毅�
�
指導者研修　様々な身体表現�
大阪音楽大学　講師　橋本龍雄�
�
指導者研修　様々な身体表現�
大阪音楽大学　講師　橋本龍雄�
�
指導者研修　様々な身体表現�
大阪音楽大学　講師　橋本龍雄　�
�
指導者研修　合唱基礎編�
大阪音楽大学　講師　里井宏次�
�
指導者研修　合唱基礎編�
MH　講師　里井宏次�
�
指導者研修　ソルフェージュ�
D号館２０１,２０２　講師　和泉耕二　長谷川慶岳　ほか�
�
卒業生による若い芽のコンサート�
MH 出演 荒木舞 下村淑子 吉田衣里 井上美奈 秋本久美 阪田阿沙美 ほか�

�
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Co l l ege　In forma t i on

◇オペラハウス公演のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけます。
http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４�

大勝秀也�

並河寿美�北野智子�小餅谷哲男�晴　雅彦�田邉織恵�木村孝夫�

粟國　淳�

第４５回オペラ公演　サマー・オペラ  モーツァルト・シリーズ�

W.A.モーツァルト「恋人たちの学校」（原語-イタリア語上演　字幕付）�
　　　　Così fan tutte コジ・ファン・トゥッテ�
７月２日（金）１８時　７月４日（日）１４時　全指定席　�
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円　小・中・高校生３０００円�
＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。�
�

第３９回  ミレニアムホール特別講座�
『シューマン　愛の歌曲集』�

６月１２日（土）１４時　ミレニアムホール�
　今年はシューマン生誕２００年、さらに「シューマン歌の年」から１７０
年。クララと結婚した年に生まれた愛の歌曲を中心にお届けします。�

プロデュース・講師　日下部 吉彦　�
演奏　ソプラノ　加藤かおり�
　　　バリトン　小玉　晃�
　　　ピアノ　丸山耕路�
演奏曲　「リーダークライス」作品２４�
　　　　「ミルテの花」作品２５�
　　　　「女の愛と生涯」作品４２�
　　　　「詩人の恋」作品４８　�
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�

２０１０年度　指導者研修�
　指導者、また指導者をめざしている方を対象に＜わかりやすく、短期間で身に
つく研修＞を行います。�

■様々な身体表現　鑑賞と創作につながる重要ポイント�
企画・担当　橋本龍雄�
日程　７月２３,２４,２６日　受講料　１３０００円（本学在学生６５００円）�
■合唱（基礎編）　素材を磨き、耳を育てる�
企画・担当　里井宏次�
日程　７月２７,２８日　受講料　６０００円（本学在学生３０００円）�
■合唱（応用編）　合唱と管弦楽とのワークショップ�
企画・担当　本山秀毅　�
日程　７月１７,１８,１９日　�
受講料　指揮コース２００００円（本学在学生１００００円）�
　　　　合唱コース３０００円（本学在学生１５００円）�

＊受講生とオーケストラによる修了演奏会　７月１９日（月・祝）１５時�
  ミレニアムホール�
■ソルフェージュ　音楽表現する力を育てる�
企画・担当　和泉耕二　長谷川慶岳�
日程　７月３１日　８月１日　受講料　１００００円（本学在学生５０００円）�
■ピアノ（基礎編）　初心者のピアノ指導に関する悩みを解決�
企画・担当　植田定和�
日程　８月１,２日　受講料　１２０００円（本学在学生６０００円）�
■ピアノ（応用編）　ピアノ指導をより豊かに�
企画・担当　浅井康子　中尾園子　八田惇　藤井快哉　松本昌敏�
日程　８月２,３日　受講料　１２０００円（本学在学生６０００円）�
■幼児音楽　子どもに音楽の喜びを�
企画・担当　井本英子�
日程　８月５,６,７日　受講料　９０００円（本学在学生４５００円）�
■打楽器　打楽器の魅力を体験�
企画・担当　北野徹�
日程　１０月２,９,１６,２３日　１１月６,２０,27日　�
受講料１０５００円（本学在学生５２５０円）�

＜申し込み・問い合わせ＞�
エクステンション・センター　1０６-６３３４-２４４２　FAX０６-６３３４-２５４２�
E-mail:extension１@daion.ac.jp�
�

オペラ物知り講座　第６期�
第２回　音響の仕事�
「音響プランナー～小野隆浩さん」�
７月６日（火）１８時３０分　ミレニアムホール�
　生の音を扱いつつ、建築音響的手法と電気音響を効果的に使っ
て劇場空間に自然な響きを出す音のマジシャン。音響プランナーの
知恵とテクニックをとくとご披露します。�

　　講師 中村敬一　�
　　ゲスト 小野隆浩（びわ湖ホール音響）�
　　演奏 テノール　清原邦仁�
　　 ピアノ　西尾麻貴�
　　受講料 1000円　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

＜キャスト＞�
フィオルディリージ 並河寿美 ドラベッラ 北野智子�
フェッランド 小餅谷哲男 グリエルモ 晴　雅彦�
デスピーナ 田邉織恵 ドン・アルフォンソ 木村孝夫�
　　通奏低音　チェンバロ：西　聡美　チェロ：上塚憲一�
　　合　　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
　　管 弦 楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

大阪音楽大学�
大学院演奏会２０１０�

第18回 Masters’Concert�
７月８日（木）１８時　全自由席　入場料　１０００円�
オーディションで選抜された大学院生が、協奏曲およびオーケストラ
伴奏でオペラ・アリアを演奏します。�

指　揮　小田野　宏之�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

三浦　槙子　ピアノ�
R.シューマン：ピアノ協奏曲　イ短調　作品５４�

山下　真里子　サクソフォーン�
A.グラズノフ：アルトサクソフォン協奏曲�

中　侑子　ソプラノ�
A.ボーイト：「メフィストーフェレ」より　いつかの夜、暗
い海の底に�
A.カタラーニ：「ワリー」より　それならば、私は遠くへ
行きましょう�
G.プッチーニ：「蝶々夫人」より　ある晴れた日に�

「恋人たちの学校-Così fan tutte-」の見どころ、聴きどころ�
６月２６日（土）１４時　オペラハウス１階ロビー　入場無料�
プレゼンター：大勝秀也（指揮）　粟國　淳（演出）　�
　　　　　  田中　勉（制作）�

指揮　大勝秀也　�
演出　粟國　淳　�
制作担当　田中　勉　�
制作統括　荒田祐子�

ミレニアムホールの催し�

オペラ・プレトーク�オペラ・プレトーク開催�
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今
年
の
サ
マ
ー
・
オ
ペ
ラ
は
「
恋
人

た
ち
の
学
校
」。
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、

互
い
に
相
手
を
変
え
て
女
性
を
誘
惑
し
、

愛
情
の
堅
固
さ
を
競
う
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
オ
ペ
ラ
で
す
。
原
題
は
「C

os ì 
fan 

tutte, ossia la scuola degli am
anti

（
女
は
み
な
こ
う
し
た
も
の
、
ま
た
は

恋
人
た
ち
の
学
校
）」。�

　
演
出
は
粟
國
淳
氏
。
び

わ
湖
ホ
ー
ル
の
「
ト
ゥ
ー

ラ
ン
ド
ッ
ト
」
な
ど
を
手

が
け
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
イ

メ
ー
ジ
豊
か
な
演
出
が
話

題
を
呼
ん
だ
、
気
鋭
の
演

出
家
で
す
。�

　
制
作
担
当
の
田
中
勉
教

授
は
、「
今
回
イ
タ
リ
ア

で
活
躍
中
の
粟
國
淳
さ
ん

を
、
初
め
て
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
に
お
迎
え
し
ま
す
。
粟

國
さ
ん
は
〝
大
人
の
愛
〞

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
演
出
さ
れ
る
そ
う
で

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
『
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
上
演

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
原
題
の
後

半
、『
恋
人
た
ち
の
学
校
』
を
前
面
に

出
し
、
新
鮮
で
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ

を
ね
ら
い
ま
し
た
。
音
楽
面
で
は
今
年

も
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
チ
ェ
ロ
を
加
え
た
通

奏
低
音
本
来
の
ス
タ
イ
ル
で
演
奏
し
ま

す
。
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
並
河
寿
美
さ

ん
ら
中
堅
の
実
力
派
に
加
え
て
、
今
回

が
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
北

野
智
子
さ
ん
や
、
木
村
孝
夫
さ
ん
と
い

っ
た
新
人
、
若
手
を
思
い
切
っ
て
起
用

し
ま
し
た
。
世
代
交
代
の
勢
い
も
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
今
回
の

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。�

　
通
奏
低
音
で
チ
ェ
ロ
を

演
奏
す
る
上
塚
憲
一
准
教

授
は
、
「
チ
ェ
ロ
の
低
音

が
加
わ
る
こ
と
で
、
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
足
り
な
い
部
分

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
テ
ン
シ

ョ
ン
を
高
め
、
オ
ペ
ラ
の

劇
的
な
カ
ラ
ー
を
よ
り
鮮

明
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。�

　
ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
歌
劇
場
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
指

揮
者
の
大
勝
秀
也
氏
は
「
こ
の
オ
ペ
ラ

の
聴
き
ど
こ
ろ
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
６

人
全
員
が
主
役
で
セ
ク
ス
テ
ッ
ト
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
続
く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
び
し
っ
と
仕
上
げ
る
こ
と

で
、
お
も
し
ろ
さ
が
伝
わ
る
。
僕
は
音

楽
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
〝
愛
〞

と
は
何
か
、
客
席
に
向
か
っ
て
テ
ー
ゼ

を
投
げ
か
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。�

�

　
阪
急
西
宮
北
口
駅
、
２
階
コ
ン
コ
ー

ス
の
カ
リ
ヨ
ン
広
場
に
、
昨
年
１１
月
か

ら
本
学
の
看
板
が

２
面
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
駅
は

通
勤
、
通
学
の
乗

り
換
え
の
拠
点
で

あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
関
西
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
の

殿
堂
、
佐
渡
裕
氏

が
芸
術
監
督
を
つ

と
め
る
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
、
ア
ー
ケ
ー
ド
沿
い
に
徒
歩
４
分

で
通
じ
て
い
ま
す
。
�

　
改
札
口
の
前
に
あ
る
カ
リ
ヨ
ン

広
場
に
は
、
カ
リ
ヨ
ン
を
掲
げ
た

時
計
台
の
周
り
に
ベ
ン
チ
が
置
か

れ
、
朝
９
時
に
「
線
路
は
続
く
よ

ど
こ
ま
で
も
」、
夕
方
５
時
に
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
の
音
楽
を
奏
で
ま

す
。
本
学
の
看
板
は
そ
の
音
楽
に

合
わ
せ
、
一
面
は
「
線
路
は
続
く

よ
ど
こ
ま
で
も
」、
も
う
一
面
は
�

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
ほ
ん
の
り

イ
メ
ー
ジ
し
た
図
柄
に
な
っ
て
い

ま
す
。
�

「
恋
人
た
ち
の
学
校
」の
見
ど
こ
ろ�

大
人
の
愛 

お
し
ゃ
れ
に
描
く�

西宮北口駅に本学の看板�

「恋人た恋人たちの学校学校」　音楽稽古　　音楽稽古　４月１０日　オペラハウス�「恋人たちの学校」　音楽稽古　４月１０日　オペラハウス�

伝
統
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
本
学
客
員
教
授�

９１
歳  

ハ
ン
ク
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
死
去�

　
世
界
的
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
本
学

客
員
教
授
の
ハ
ン
ク
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏

が
５
月
１６
日
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
９１

歳
。
数
々
の
伝
説
を
残
し
た
現
役
最
高

齢
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
し
た
。�

　
１
９
１
８
年
、
米
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州

で
生
ま
れ
た
ハ
ン
ク
氏
は
、
４０
年
代
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
進
出
、
ベ
ニ
ー
・
グ

ッ
ド
マ
ン
や
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
ら
と
共
演
し
、
端
正
な
タ
ッ
チ
、
流

麗
な
ス
イ
ン
グ
感
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し

た
。�

　
本
学
は
９２
年
、
短
期
大
学
部
で
ジ
ャ

ズ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
系
の
教
育
を
始
め
た

の
を
機
に
、
ハ
ン
ク
氏
を
客
員
教
授
と

し
て
招
聘
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
公
演
や
特

別
講
義
を
通
し
て
即
興
演
奏
の
魅
力
な

ど
を
学
生
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
「
わ
て
は
、
ア
ン
ク
ル
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
だ
す
」。
初
講
義
の
第
一
声
が
こ
れ
。

当
時
、
招
聘
に
奔
走
し
た
赤
松
二
郎
教

授
は
「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ
か
り
や

り
な
さ
い
が
彼
の
口
癖
。
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
た
講
義
は
学
生
に
も
人
気
が
あ
り

ま
し
た
」
と
ハ
ン
ク
氏
を
回
想
。�
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多くの人たちに感動を与えることが出来たらと意欲を燃やすさくらフィルのみなさん。�

■
対
　
　
象
…
一
般
、卒
業
生
、学
生
ご
家
族
、

教
職
員
ほ
か�

■
募
集
金
額
…
個
人
　
１
口
１
万
円�

法
人
　
１
口
５
万
円�

詳
細
は
大
阪
音
楽
大
学
管
理
事
務
部
門
募
金
担
当
へ�

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い�

T
E
L
　
０
６-

６
３
３
４-

２
１
３
１（
代
表
）�

F
A
X
　
０
６-

６
３
３
６-

０
４
７
９
�

E
-m
ail

　b
o
kin@

d
aio
n.ac.jp

学
生
の
国
際
交
流
や
国
内
外�

の
研
修
制
度
に
役
立
た
せ
る�

「
教
育
振
興
資
金
」
を
募
っ
て
い
ま
す�

７月に音楽高校合同同窓会�
ミニコンサートも計画�

　
さ
く
ら
フ
ィ
ル
は
約
３
年
前
、
末
岡

さ
ん
ら
本
学
学
生
５
人
が
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
も
学
内
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
仲
間
の
輪
が
広

が
る
よ
う
な
オ
ケ
を
…
」
と
発
案
。
０９

年
４
月
に
在
学
生
と
卒
業
生
で
結
成
し
、

そ
の
後
に
相
愛
大
学
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
、
同
志
社
女
子

大
学
、
大
阪
教
育
大
学
の
学
生
や
卒
業

生
に
呼
び
か
け
、
団
員
を
募
り
ま
し
た
。�

　
結
成
の
目
的
の
一
つ
は
若
手
な
ら
で

わ
の
行
動
力
と
発
想
力
を
生
か
し
て
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
新
し
い
可
能
性
を
探
る

こ
と
。
例
え
ば
、
大
阪
芸
大
映
像
学
科

の
学
生
た
ち
に
活
動
す
る
姿
を
映
像
化

し
て
も
ら
っ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
科
に
は

演
奏
会
の
チ
ラ
シ
を
制
作
し
て
も
ら
っ

た
り
し
て
タ
イ
ア
ッ
プ
。
二
つ
目
は
大

学
間
の
交
流
で
す
。
他
大
学
と
の
交
流

が
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
刺
激
を
与
え
演
奏

意
欲
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
ま
た
新

た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
音
楽
家
と
し
て

の
人
脈
が
広
が
る
。
三
つ
目
は
メ
ン
バ

ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。
練
習
を
重
ね

る
こ
と
で
、
高
い
合
奏
技
術
の
修
得
を

目
指
す
。
ま
た
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
演
奏
家
の
指
導
も
受
け
入
れ
た
い
、

と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
を
目
的
に
日
々
練
習
を
重
ね
、

０９
年
９
月
に
豊
中
市
ロ
ー
ズ
文
化
ホ
ー

ル
で
第
１
回
特
別
演
奏
会
を
開
催
。
そ

の
時
に
は
メ
ン
バ
ー
も
６６
人
（
現
在
は

６３
人
）
に
増
え
ま
し
た
。
１１
月
に
は
堺

市
立
は
る
み
小
学
校
で
特
別
演
奏
会
。

１２
月
に
は
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
で
の
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

に
も
賛
助
出
演
。
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅰ
の
「
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
」
や
Ｇ
・

プ
ッ
チ
ー
ニ
の「
蝶
々
夫
人
」よ
り『
あ
る

晴
れ
た
日
に
』
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
た
だ
、
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
が
教
員
や

社
会
人
、
学
生
と
ま
ち
ま
ち
で
練
習
時

間
を
一
定
に
し
づ
ら
い
こ
と
、
民
間
の

練
習
場
を
確
保
し
た
り
、
借
り
る
費
用

が
負
担
に
な
っ
た
り
、
と
い
っ
た
悩
み

も
抱
え
て
い
ま
す
。
末
岡
さ
ん
は
「
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同

じ
だ
け
の
可
能
性
を
秘
め
た
オ
ケ
だ
と

思
い
ま
す
」
と
言
い
、
５
月
３０
日
に
は

Ｊ
・
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
第
１
０
４
番

「
ロ
ン
ド
ン
」
や
Ｃ
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

の
「
牧
神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
」
、
Ｊ
・

シ
ベ
リ
ウ
ス
の
交
響
曲
第
２
番
な
ど
を

披
露
し
ま
す
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
学
生
や
卒
業
生
を
中
心
に
活
動
を
続
け
る
「
さ
く
ら
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
＝
末
岡
修
一
郎
さ
ん
（
０９
年
大
卒
・
作
曲
）
指
揮
＝
が
５
月
３０
日

１９
時
か
ら
箕
面
市
立
市
民
会
館
「
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
」
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
入
場

料
は
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
で
、
末
岡
さ
ん
は
「
音
楽
に
情
熱
を
燃
や
し
、
打
ち

込
む
若
い
音
楽
家
た
ち
の
姿
を
多
く
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
感
動
を
与

え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。�

音
楽
に
打
ち
込
む
姿
　
見
て
ほ
し
い�

若
者
で
本
格
オ
ケ
結
成
　
箕
面
で
演
奏
会�

本学卒業生中心　６大学の６３人�

　
大
阪
音
楽
大
学
付
属
音
楽
高
等
学
校

の
同
窓
会
有
志
の
皆
さ
ん
が
７
月
４
日

に
第
３
回
合
同
同
窓
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
１
９
６
８
年
か
ら
１
９

８
１
年
の
卒
業
生
で
、
昼
食

を
い
た
だ
き
な
が
ら
懐
か
し

い
友
達
、
先
輩
、
後
輩
と
の

歓
談
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。�

　
ま
た
、
当
日
は
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
計
画
し
て
お
り
、

演
奏
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

っ
て
い
ま
す
。�

　
同
窓
会
は
７
月
４
日
１２
時

〜
１６
時
ま
で
。
会
場
は
大
阪

市
城
東
区
鴫
野
西
２
‐
８
‐

３０
の
「
ス
タ
ジ
オ 

ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
。�

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
幹
事
の
立
川
聖
子
さ
ん
（
０
７

２
‐
８
４
１
‐
２
０
６
９
）
、
柳
父
恵

理
さ
ん
（
０
７
２
‐
６
８
９
‐
０
６
０

４
）
へ
。�

�

「恋人たちの学校」　音楽稽古　４月１０日　オペラハウス�
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月３０日　ザ・カレッジ・オペラハウス�月３０日　ザ・カレッジ・オペラハウス�

員ら計１７６人が参加。自然豊かな敷
地内を駆け巡る野外イベントや教員、
在学生たちによる歓迎コンサートなど、
催しは盛りたくさん。初日、緊張気味
の新入生たちは「２日間で新しい友
達ができ、様々な出会いを体験しま
した」。�

林光、Ｈ.ホリガー、松村禎三、Ｊ.クラム、柴
田南雄の作品を演奏しました。�
�
下岡さん　今日のプログラムは挑戦的。
４年間一緒に勉強した３人だったから実
現できたと思います。�
田中さん　信仰と音楽は一生追求する
テーマ。「沈黙」が上演された舞台で松
村禎三を歌えて光栄です。�
加藤さん　ルツェルンで出合ったクラム、
ホリガーのすばらしい作品を、日本で演
奏できてうれしい。�

天�国�と�地�獄�

制作　佐々木彩乃（大４・ピアノ）�
　私たち学生による自主公演オペラ
Tutti２０１０はオペレッタ「天国と地獄」（Ｊ.
オッフェンバック作曲）が５月２日、ザ・カレ

ッジ・オペラハウスで本番を迎えました。今回のオペレ
ッタはTuttiオペラでは初めての演目で、資料も少なく

試行錯誤の毎日でした。そんな中での、手作りの衣装
や・細部にもこだわった小道具・照明の絶妙な変化に
も注目していただけたでしょうか。この舞台に熱く情熱
を注ぎ、輝く学生の姿は、見る者すべてに感動を与え
られたのではないかと思います。�
　始終笑い声や大きな拍手で迎えてくださったお客様、
そして素晴らしい作品を造り上げた学生たち、全ての
方に感謝いたします。�

�

会い体験�

ュマンキャンプ�

世紀の歌曲～21世紀へのメッセージ�

学生オペラTutt i2010

初の演目 試行錯誤�
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３月２３日　ミレニアムホール�

３３

　標高約９００　の六甲山。その山
頂付近にある六甲山ＹＭＣＡ（神戸
市灘区）で４月４、５日、新入生のため
のフレッシュマンキャンプがありました。�
　１９回目の今年は天候にも恵まれ、
新入生１２７人、在学生や卒業生で
構成するグループリーダー、教員、職

　万花鏡のように変幻自在な表現力を持つ楽器、
ピアノ。今年の大学院生はピアノを主役にすえ
た演奏会を企画しました。第一部は「ピアノの
歴史と可能性」。Ｊ.Ｐｈ.ラモーのチェンバロから、
Ｊ.ケージのプリペアド・ピアノまで、歌やヴァイオリ
ンとのアンサンブルを織り交ぜ、ピアノの歴史を
みずみずしい演奏でたどりました。第二部は「オ
ーケストラの響きを求めて」。リムスキー＝コルサ
コフの交響組曲「シェヘラザード」を松本昌敏
准教授編曲によるピアノ２台８手版で初演。千
一夜、語り続けて王を魅了したシェヘラザード
の物語が、４人のピアニストの多彩な演奏で鮮
やかに浮かび上がりました。�

辻未帆さん　このメンバーだ
からできるカラーが出せたと思
います。�
横谷静美さん　40分という長
い演奏時間をとても短く感じました。�
青木千恵さん　一緒に弾くことで自分の演奏
の欠点に気付きました。�
　田真希さん　みんなでスコアを見て音色の
色彩感を研究しました。�

　「生と死」を見つめた２０世紀の歌曲を
取り上げ、２１世紀へ託す希望を自分た
ちの感性で表現したい。そんなコンセプト
のもと、１０年前共に本学を巣立った若き
音楽家３人が意欲的な演奏会を開きまし
た。�
　叙情的で日本語のディクションが美し
いソプラノの下岡万佑子さん、ドラマティ
ックな表現が際立つソプラノの田中郷子
さん、前衛的な音楽をリードする硬質なピ
アノの加藤哲子さん。それぞれが個性を
発揮しながら、息の合ったアンサンブルで、

さまざまな出会

第１９回フレッシュ

１
７
６
人
参
加�

２００９年度 大学院演奏会�

千夜一夜～万花鏡の彩り�

第24回推薦コンサート　20世

メー�
トル�

ばん�か�きょう�
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オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
第
６
期
の
テ
ー
マ
は
、
舞
台
か
ら
は
余
り
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
音
響
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
た
ち
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
オ
ペ
ラ
制
作
の
裏
側
に
つ
い
て

お
話
を
進
め
ま
す
。
１
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
歌
手
を
育
て
、
舞
台
に
送
り

出
す
「
コ
レ
ペ
テ
ィ
ー
ト
ル
」
の
高
　
三
千
さ
ん
。
中
西
麻
貴
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
生
演
奏
と
ト
ー
ク
を
交
え
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
歌
い
手

さ
ん
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
―
コ
レ
ペ
テ
ィ
と
い
う
仕
事
は
、
オ

ペ
ラ
を
制
作
す
る
上
で
、
若
い
歌
い
手

さ
ん
に
は
欠
か
せ
な
い
大
事
な
仕
事
で

す
。
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
。�

　
「
言
葉
の
処
理
、
リ
ズ
ム
、
作
曲
家

の
楽
譜
上
の
癖
な
ど
。
譜
面
に
は
書
い

て
い
な
い
け
れ
ど
伝
統
と
し
て
残
っ
て

い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え
る

の
も
コ
レ
ペ
テ
ィ
の
仕
事
で
す
」�

　
―
日
本
で
は
２０
年
前
ま
で
は
外
国
の

オ
ペ
ラ
で
も
日
本
語
で
上
演
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
外
国
か
ら
嵐
の
よ
う

に
情
報
が
入
っ
て
き
て
き
ま
す
。
ど
う

で
し
た
か
、
仕
事
の
面
で
戸
惑
い
は
。�

　
「
面
食
ら
っ
た
の
は
レ
チ
タ
テ
ィ
ー

ヴ
オ
・
セ
ッ
コ
に
出
合
っ
た
と
き
。
喋

る
が
ご
と
く
音
符
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
日
本
語
訳
で
オ
ペ
ラ
を

上
演
し
て
き
た
我
々
に
は
、
何
を
基
本

に
作
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
大
変
苦

労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
」�

　
―
コ
レ
ペ
テ
ィ
の
人
た
ち
は
稽
古
場

で
誰
か
が
歌
を
忘
れ
た
り
休
ん
だ
り
し

た
と
き
、
歌
い
手
さ
ん
の
代
役
を
務
め
、

大
き
な
声
で
歌
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

弾
き
語
り
で
オ
ペ
ラ
の
い
ろ
ん
な
役
を

歌
う
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
ね
。�

　
「
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
と

現
場
に
い
て
も
辛
く
な
り
ま
す
ね
」�

　
《
講
座
で
は
こ
の
後
、
中
西
さ
ん
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
、
稽
古
場
で
は
ど

の
よ
う
な
方
法
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
の
か
見

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
曲
は
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ

「
イ
ド
メ
ネ
オ
」

の
ア
リ
ア
「
い
つ

に
な
れ
ば
、
こ
の

苦
し
み
は
終
わ
る

の
だ
ろ
う
か
」。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２６
歳

の
と
き
の
作
品
で
、
揺
れ
動
く
女
性
の

心
情
を
音
楽
で
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
大
事
な
場
面
の
一
つ
。
悲
し
ん

で
い
る
と
こ
ろ
、
辛
く
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
変
わ
り
目
が

あ
っ
て
難
し
い
曲
で
す
が
、
実
は
お
二

人
は
今
の
今
ま
で
一
度
も
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
》�

　
歌
い
終
わ
っ
た
後
の
高
　
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
。｢

一
つ
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
受
け
渡
し
さ

れ
る
と
き
、
次
の
テ
ン
ポ
を
少
し
想
像

し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
か
な
。

す
べ
て
の
言
葉
を
し
っ
か
り
言
お
う
と

思
わ
れ
す
ぎ
て
、
流
れ
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
点
も
少
し
気
に
な
り
ま
し
た｣

。�

　
《
後
半
は
大
学
院
で
声
楽
の
勉
強
を

し
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
中
侑
子
さ
ん
と

卒
業
し
て
間
も
な
い
若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト

内
藤
典
子
さ
ん
が
登
場
。「
ト
ス
カ
」

の
ア
リ
ア
「
歌
に
生
き
、
恋
に
生
き
」

を
演
奏
し
、
曲
の
解
釈
、
音
楽
に
よ
る

言
葉
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
ま
し
た
》�

　
い
か
が
で
し
た
か
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
後
は
音
に
ド
ラ
マ
を
感
じ
、
随
分
変

わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
実
は
歌
い
手
の
皆

さ
ん
は
指
揮
者
や
演
出
家
と
接
す
る
前

に
、
稽
古
場
で
こ
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
こ
が
一
番

大
事
な
こ
と
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
歌
い
手
さ
ん
だ
と
、

指
揮
者
や
演
出
家
か
ら
色
々
な
解
釈
が

出
て
き
て
も
基
本
が
で
き
て
い
る
か
ら

い
つ
で
も
対
応
で
き
る
ん
で
す
。
本
当

に
こ
の
仕
事
は
縁
の
下
の
力
持
ち
。
本

番
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
歌
い
手
さ
ん
の
手
助

け
を
し
て
く
れ
る
大
切
な
仕
事
で
す
。�

　
中
西
さ
ん
は
最
後
に
Ａ
・
ト
マ
の
オ

ペ
ラ
「
ミ
ニ
ヨ
ン
」
か
ら
「
わ
た
し
は

テ
ィ
タ
ー
ニ
ア
」、
Ｌ
・
バ
ー
ン
ス
タ

イ
ン
の
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
か
ら
「
着

飾
っ
て
華
や
か
に
」
を
披
露
し
、
講
座

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

縁の下の力持ち�
８９年、関西歌劇団の「フィガロの結婚」
でコレペティ・デビュー。０６年、堺シ
ティオペラ「マダム・バタフライ」の
イタリア公演を機に、その後は毎夏、
プッチーニ・フェスティバルに招かれ
イタリアへ。兵庫県立芸術文化センタ
ー、びわこホール、ザ・カレッジ・オ
ペラハウスなど関西一円で活躍。�

高　三千さんのプロフィル�

第６期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

高
　
三
千
さ
ん�

コ
レ
ペ
テ
ィ
ー
ト
ル
�

お話　中村敬一講師�

歌
手
を
育
て
舞
台
に
送
り
出
す
大
切
な
仕
事�
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オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
の
第
３
回
出
張

講
座
が
３
月
１４
日
、
滋
賀
県
彦
根
市
の

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ･

エ
コ
ー
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ソ
プ
ラ

ノ
の
並
河
寿
美
さ
ん
た
ち
を

お
呼
び
し
、
日
本
人
に
最
も

な
じ
み
の
深
い
プ
ッ
チ
ー
ニ

の｢

蝶
々
夫
人｣

。
中
村
敬
一

講
師
の
わ
か
り
や
す
い
作
品

解
説
と
生
演
奏
で
悲
劇
の
裏

側
に
迫
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
出
張
講
座
は
湖
東
地

域
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
「
ア

イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ロ
ー
テ
・

ボ
ー
ネ
」
（
代
表
・
飯
川
弓
恵
さ
ん
）

の
呼
び
か
け
で
０８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
場
は
若
い
人
や
年
配
の
人
た

ち
で
ほ
ぼ
満
席
。｢
オ
ペ
ラ
を
観
る
の

は
初
め
て
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す｣

「
今
回
が
２
回
目
。
す
っ
か
り
オ
ペ
ラ

フ
ア
ン
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
人
も
。�

　
舞
台
は
長
崎
。
１５
歳
の
蝶
々
さ
ん
と

ア
メ
リ
カ
の
海
軍
士
官
ピ
ン
カ
ー
ト
ン

が
結
婚
式
を
挙
げ
る
朝
の
シ
ー
ン
か
ら

こ
の
オ
ペ
ラ
は
始
ま
り
ま
す
。�

　
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
と
蝶
々
さ
ん
が
歌
う

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
「
愛
の
二
重
唱
」
、

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
の
帰
り
を
信
じ
て
歌
う

バ
タ
フ
ラ
イ
の
ア
リ
ア
「
あ
る
言
祝
ぎ

の
日
に
」
（
あ
る
晴
れ
た
日
に
）
、
ピ

ン
カ
ー
ト
ン
が
蝶
々
さ
ん
の
こ
と
を
忘

れ
、
戻
ら
な
か
っ
た
ら
、
と
シ
ャ
ー
プ

レ
ス
に
問
わ
れ
る
と
「
私
は
も
う
一
度
、

芸
者
に
戻
り
ま
す
。
子
ど
も
の
た
め
に
、

パ
ン
を
買
う
た
め
に
」
と
切
な
く
歌
う

｢

手
紙
の
二
重
唱｣

が
続
き
ま
す
。
客
席

に
は
感
極
ま
っ
て
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を

押
さ
え
る
人
の
姿
も
。�

　
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
に
裏
切
ら
れ
、
す
べ

て
を
悟
っ
た
蝶
々
さ
ん
が
自
害
す
る
終

幕
の
シ
ー
ン
。
彼
女
が
手
に
す
る
小
刀

は
武
士
で
あ
っ
た
父
親
の
形
見
。
そ
こ

に
は
「
恥
辱
を
受
け
て
生
き
て
い
く
よ

り
も
、
最
後
は
死
を
も
っ
て
自
ら
を
終

わ
る
べ
き
」
と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。�

　
「
い
か
が
で
し
た
か
、
並
河
さ
ん
の

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ソ
プ
ラ
ノ
。
そ
ん
な

に
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

音
の
中
か
ら
質
の
よ
い
声
、
表
現
力
の

あ
る
声
で
皆
さ
ん
の
耳
を
ひ
き
つ
け
る
、

こ
れ
が
歌
い
手
の
大
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
。

オ
ペ
ラ
の
醍
醐
味
で
す
」�

ソプラノ　並河　寿美さん（９５年院修）�
テノール　諏訪部匡司さん（０６年大専修）�
バリトン　時宗　　務さん（０３年院修）�
メゾ・ソプラノ�
　　　　　林　　育子さん（滋賀県立石山高校講師）�
ピアノ　　矢崎　真里さん（９５年院修）�

オペラ物知り講座ｉｎひこね�

講師　中村敬一�

並
河
さ
ん
熱
唱
、
客
席
に
涙�

｢蝶々夫人 ｣�

オペラ物知り講座�
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山田眞紀子さん�

今安志保さん�

澤一孝さん�

　
本
学
演
奏
員
、
澤
一
孝
さ
ん
（
本
名
・
浦
田
敬
二
、
８４
年
大
卒
・
声
楽
）
率
い
る
豊
中

R
S
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
第
２
回
公
演
「
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
と
子
ど
も
達
」
が
４
月
１８
日
、
兵
庫

県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
る
と
、

満
席
の
会
場
か
ら
は
手
拍
子
が
鳴
り
、
舞
台
と
客
席
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。
厳
し
い
稽
古
を

乗
り
越
え
無
事
、
本
番
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
顔
は
達
成
感
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

「
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
と
…
」
会
場
感
動�

　
い
た
ず
ら
好
き
の
わ
ん
ぱ
く
ト
ム
は

近
所
の
子
ど
も
た
ち
を
誘
っ
て
無
人
島

に
宝
探
し
に
出
か
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が

大
変
。
ト
ム
た
ち
は
突
然
の
嵐
に
見
舞

わ
れ
ま
す
。
逃
げ
惑
う
子
ど
も
た
ち
。�

「
み
ん
な
大
丈
夫
か
」�

「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
よ
…
」�

「
女
の
子
を
守
る
ん
だ
。
小
さ
な
子
を

守
る
ん
だ
。
み
ん
な
で
助
け
合
う
ん
だ
」�

　
や
が
て
嵐
は
去
り
、
空
に
は
虹
が
。�

♪
き
ょ
う
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ�

　
裕
福
で
な
い
け
ど
生
き
て
い
る�

　
産
ん
で
く
れ
た
人
が
い
る
か
ら�

　
こ
こ
に
い
る�

　
私
ひ
と
り
の
命
じ
ゃ
な
い�

　
毎
日
あ
り
が
と
う�

　
家
族
に
あ
り
が
と
う�

「
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
と
子
ど
も
達
」
は
マ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
長
編
小
説
「
ト

ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」
を
も
と
に
、
澤

さ
ん
が
０５
年
秋
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し

て
書
き
上
げ
た
作
品
で
す
。
中
身
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
音
楽
も
「
あ
り
が
と

う
」
「
毎
日
が
冒
険
」
な
ど
３
曲
が
新

し
く
加
わ
り
、
１８
曲
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ト
ム
に
は
誰
に
も
負
け
な
い
「
勇
気
」

と
「
優
し
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ

ん
た
ち
が
待
つ
村
に
無
事
、
帰
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
宝
物
よ
り
す
て
き
な
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
勇
気

を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
、
み
ん
な
一
人

ぼ
っ
ち
で
な
い
こ
と
を
。�

　
出
演
は
園
児
か
ら
６２
歳
ま
で
の
総
勢

１
３
７
人
。
こ
の
う
ち
１
２
５
人
は
昨

年
１１
月
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、

稽
古
を
重
ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち
で
し

た
。
ト
ム
役
の
原
田
優
希
さ
ん（
０８
年
短

卒
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）、
ベ
ル
役
を
演

じ
た
松
尾
優
さ
ん
（
大
２
・
声
楽
）
ら

４
人
は
本
学
の
卒
業
生
や
在
学
生
。「
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
、
舞
台

を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
ス
タ
ッ
フ
。�

「
勇
気
」
と
「
優
し
さ
」
宝
物�

　
０４
年
に
劇
団
四
季
を
退
団
し
た
澤
さ

ん
は
、
そ
の
年
神
戸
市
西
区
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ス
タ
ジ
オ「
音
楽
舎
」を
開
き
ま

す
。３
年
後
に
は
自
ら
が
構
成
、台
本
、

演
出
を
手
が
け
、
豊
中
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
旗
揚
げ
。
４
年
目
を
迎

え
る
今
年
か
ら
は
池
田
市
も
加
わ
り
、

豊
中
・
池
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。�

　
澤
さ
ん
の
周
り
に
は
す
ば
ら
し
い
仲

間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
豊
中
市
内
で

楽
器
店
を
経
営
す
る
清
家
孝
治
さ
ん
も

そ
の
一
人
。
舞
台
芸
術
に
か
け
る
澤
さ

ん
の
生
き
方
に
感
動
し
、
０９
年
に
は
レ

ッ
ス
ン
教
室
「
Ｒ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
澤
さ
ん
を
取
り
巻
く
ス
タ
ッ

フ
に
は
音
楽
監
督
を
務
め
る
加
藤
完
二
・

本
学
講
師
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
今
安
志
保

さ
ん
（
８６
年
短
卒
・
音
楽
）、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
山
田
眞
紀
子
さ
ん
（
８６

年
大
卒
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
音
楽
を

通
し
て
地
域
社
会
の
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
北
野
真
祐
美
さ
ん
（
８２
年
大
卒
・

作
曲
）
た
ち
が
い
ま
す
。
み
ん
な
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
で
結

ば
れ
た
心
強
い

仲
間
で
す
。�

　
「
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
は
人
づ
く�

り
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
と
輝

く
瞳
に
出
会
う

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と

共
に
夢
を
追
い
続
け
ま
す
」
と
澤
さ
ん
。

８
月
に
は
豊
中
・
池
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
、
来
年
４
月
に
は
Ｒ
Ｓ
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
第
３
回
公
演
が
決
定
し

て
お
り
、澤
さ
ん
の
忙
し
い
日
々
は
続

き
ま
す
。�

ミュージカルにかける澤さん�
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本
学
の
音
楽
博
物
館
に
、
ま
た
一
つ
新
た
な
収
集
品
が
加
わ
り
ま
し

た
。
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
と
も
に
ド
イ
ツ
音
楽
の
「
三
大
Ｂ
」

と
称
さ
れ
る
Ｊ
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
（
１
８
３
３
―
１
８
９
７
年
）
の
「
遺

髪
」
が
そ
れ
。
世
界
の
民
俗
楽
器
や
、
楽
器
を
持
っ
た
人
形
の
収
集
で
知

ら
れ
る
西
岡
信
雄
名
誉
教
授
の
寄
贈
で
、
博
物
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。�

　
３９
歳
の
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
住
ん

だ
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
や
が
て
カ
ル
ル
ス

ガ
ッ
セ
４
番
地
に
部
屋
を
借
り
ま
す
。

シ
ュ
ー
マ
ン
の
未
亡
人
ク
ラ
ラ
と
の
恋

は
有
名
で
す
が
、
１
８
９
６
年
に
ク
ラ

ラ
が
死
亡
。
心
の
痛
手
を
癒
す
間
も
な

く
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
父
親
と
同
じ
肝
臓

癌
に
冒
さ
れ
、
翌
９７
年
４
月
３
日
、
６４

歳
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。�

　
臨
終
を
看
取
っ
た
の
は
終
生
、
身
の

回
り
の
世
話
を
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い

る
家
主
の
ト
ゥ
ル
ク
サ
夫
人
と
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
お
抱
え
画
家
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

ミ
ヒ
ャ
レ
ク
で
し
た
。�

　
　
死
の
数
時
間
後
に
断
髪�

　
遺
髪
は
約
２０
本
。
栄
誉
や
復
活
の
象

徴
と
さ
れ
る
月
桂
樹
の
葉
と
と
も
に
縦

１５
　
、
横
１１
　
の
額
に
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
臨
終
を
看
取
っ
た
ミ
ヒ
ャ
レ
ク

自
筆
の
添
え
書
き
に
よ
る
と
「
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
こ
の
頭
髪
は
、
彼
の
死
の
数
時

間
後
に
私
の
面
前
で
切
ら
れ
ト
ゥ
ル
ク

サ
夫
人
か
ら
私
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
だ
写
真

が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時

代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
故
人
を
偲

ぶ
た
め
、
遺
髪
を
額
や
ペ
ン
ダ
ン

ト
に
入
れ
身
近
に
置
く
習
慣
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
遺
髪
に
は
「
画
家
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ミ
ヒ
ャ
レ
ク
の
遺
品
で
あ

る
こ
と
を
保
証
す
る
」
と
い
う
古
美
術

商
の
鑑
定
書
が
付
い
て
い
ま
す
。�

　
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
死
か
ら
９０
余
年
経
っ

た
１
９
９
４
年
冬
、
西
岡
さ
ん
は
浜
松

市
楽
器
博
物
館
の
楽
器
調
査
の
た
め
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
に
あ
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
イ
エ
ル
ク
・
デ
ム
ス
氏

（
１
９
２
８
年
〜
）
の
山
荘
を
訪
ね
ま

す
。
デ
ム
ス
氏
は
ピ
ア
ノ
な
ど
古
い
楽

器
の
収
集
家
と
し
て
も
有
名
な
人
で
、

世
界
の
楽
器
収
集
に
奔
走
し
て
い
た
西

岡
さ
ん
と
は
意
気
投
合
。
そ
の
と
き
遺

髪
が
入
っ
た
古
び
た
小
さ
な
額
が
西
岡

さ
ん
の
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
「
あ
れ

は
誰
の
遺
髪
…
」「
ブ
ラ
ー
ム
ス
さ
」�

　
　
感
動
「
君
に
あ
げ
る
よ
」�

　
「
私
が
遺
髪
に
関
心
を
示
す
と
、
君

に
あ
げ
る
よ
、
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
鑑
定
な
ど
を
し
て
い

る
こ
と
を
彼
が
知
っ
て
い
て
、
そ
ん
な

私
を
信
頼
し
て
く
れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

感
動
し
ま
し
た
」
と
西
岡
さ
ん
。
手
元

に
置
く
よ
り
は
、
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
る
方
が
デ
ム
ス
氏
の
厚
意
に
応
え
る

こ
と
に
な
る
と
判
断
し
、
博
物
館
に
寄

贈
し
た
そ
う
で
す
。�

　
１
１
３
年
の
歳
月
を
経
て
音
楽
博
物

館
に
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
。
遺
髪

の
そ
ば
に
は
ミ
ヒ
ャ
レ
ク
が
描
い
た
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
肖
像
画
（
絵
葉
書
、
縦
２２

・
５
　
、
横
１６
・
５
　
）
も
展
示
し
て

い
ま
す
。�

１１３年の歳月を経て�

　
大
阪
府
吹
田
市
在
住
の
元
関
西
学
院

大
学
職
員
、
松
下
晴
昭
さ
ん
か
ら
本
学

に
小
型
オ
ル
ガ
ン｢

ポ
ジ
テ
ィ
ー

フ｣

（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ

社
製
）
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

松
下
さ
ん
は
１０
年
前
に
も
ル
ネ
サ

ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
初
期
に
使
用

さ
れ
た
「
レ
ガ
ー
ル
」
を
寄
贈
し

て
お
り
、
音
楽
博
物
館
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。�

　
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
は
教
会
に
あ
る
オ
ル

ガ
ン
を
小
さ
く
し
た
小
型
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
。
右
手
で
鍵
盤
を
、
左
手
で
ふ
い

ご
を
操
作
す
る
と
、
管
が
笛
の
役
目
を

し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
１４
世
紀
か
ら
１５
世
紀
に
か
け

て
の
全
盛
期
の
こ
ろ
は
家
庭
で
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
は

利
便
性
を
考
え
、
ふ
い
ご
の
代
わ
り
に

電
動
送
風
機
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
３７
本
の
フ
ル
ー
管
か
ら
出
る
音
域

は
３
オ
ク
タ
ー
ブ
。「
小
型
な
が
ら
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
本
来
の
音
色
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
土
橋
薫
講
師
。�

　
大
学
で
は
Ｋ
号
館
２
０
９
教
室
に
置

き
、
授
業
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。�

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
遺
髪
」
寄
贈�

西岡信雄名誉教授�

音楽博物館へ�

松下晴昭さん�

「
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
」
寄
贈�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�
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大学院音楽研究科�
専攻�

作曲�

声楽�

器楽�

合　　　計�

研究室�
作　曲�
音楽学�
オペラ�
歌　曲�
ピアノ�
管弦打�

�
１�
１�
６�
４�
５�
１�
１８�

志願�
者数� �

０�
１�
２�
１�
１�
０�
５�

合格�
者数�

大阪音楽大学�
音楽学部�

作曲学科�
　作曲専攻�
　音楽学専攻�
声楽学科�
器楽学科�
　ピアノ専攻�
　オルガン専攻�
　管楽器専攻�
　弦楽器専攻�
　打楽器専攻�
　邦楽専攻�
合　　計�

１�
１�
０�
２�
８�
２�
１�
３�
１�
１�
０�
１１�

０�
０�
－�
２�
５�
２�
１�
２�
０�
０�
－�
７�

志願�
者数�

合格�
者数�

大阪音楽大学�
短期大学部 音楽科�
作曲コース�

声楽コース�

ピアノ・コース�

管楽器コース�

弦楽器コース�

打楽器コース�

邦楽コース�

ジャズ・コース�

ポピュラー・コース�

ミュージカル・コース�

電子オルガン・コース�

合　　計�

�

０�
２�
５�
３�
０�
０�
０�
�
�
０�
�

１０�

－�
２�
５�
３�
－�

－�

－�

�
�

－�

�
１０�

志願�
者数�

合格�
者数�

募集していません�

募集していません�

募集していません�

　
こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
中
学
・
高
校
生
を
対

象
と
し
た
「
体

験
レ
ッ
ス
ン

＆
学
校
説
明
」

を
各
地
で
開

催
し
て
い
ま

す
。
本
学
教

員
に
よ
る
実

技
レ
ッ
ス
ン

と
、
授
業
の
内
容
、
就
職
状
況
、
奨
学

金
制
度
、
入
試
な
ど
の
説
明
を
お
こ
な

い
ま
す
。
会
場
に
よ
っ
て
は
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ち
ら
し
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。�

��

実
施
期
間
　
７
月
３０
日
（
金
）
〜
８
月

１
日
（
日
）�

申
込
期
間
　
６
月
３０
日
（
水
）
〜
７
月

６
日
（
火
）
必
着�

対
　
　
象
　
音
楽
大
学
を
目
指
す
高
校

１
年
生
以
上
の
方�

開
講
科
目
　
受
験
入
門
講
座
、
ソ
ル
フ

ェ
ー
ジ
ュ
（
旋
律
聴
音
・
新
曲
視
唱
）
、

楽
典
、
鍵
盤
楽
器
（
副
科
）
、
実
技
レ

ッ
ス
ン
、
音
楽
基
礎
知
識
講
習�

��

実

施

日
　
８
月
２
日
（
月
）�

申
込
期
間
　
６
月
３０
日
（
水
）
〜
７
月

６
日
（
火
）
必
着�

��

　
各
専
攻
・
コ
ー
ス
で
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
個
別
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。�

��

　
３
月
に
実
施
し
た
大
学
・
短
大
一
般

入
試
Ｂ
日
程
と

大
学
院
入
試
後

期
日
程
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

　
２０
世
紀
に
入
っ
て｢

芸
術｣

の
あ
り
方

が
一
変
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
転
換

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
こ
そ
が
世
界
の
中
心
、

最
先
端
だ
と
い
う
自
信
を
揺
る
が
す
事

態
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
物

珍
し
い
風
俗
で
異
国
趣
味
の
対
象
と
し

か
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
東
方
の
ロ
シ

ア
か
ら
前
衛
舞
踊
グ
ル
ー
プ
が
来
て
、

新
時
代
の
扉
を
こ
じ
開
け
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
す
。�

　
１９
世
紀
に
ス

ペ
イ
ン
の
フ
ラ

メ
ン
コ
や
日
本

の
浮
世
絵
が
も

て
は
や
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

２０
世
紀
初
め
に

ロ
シ
ア
の
民
族

色
豊
か
な
美
術

と
音
楽
が
注
目

さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
目

つ
け
た
興
行
師
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
は
、
若

手
ダ
ン
サ
ー
を
集
め
て
パ
リ
に
乗
り
込

み
、
「
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ
団
」
を
名
乗

っ
て
興
行
し
ま
す
。
そ
し
て
１
９
１
３

年
に
イ
ー
ゴ
ル
・
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

ー
（
１
８
８
２
―
１
９
７
１
年
）
の
「
春

の
祭
典
」
が
初
演
さ
れ
ま
す
。�

　
筋
書
き
は
古
代
ロ
シ
ア
の
異
教
徒
た

ち
の
春
を
迎
え
る
儀
式
。
踊
り
は
、
「
白

鳥
の
湖
」
の
よ
う
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ

レ
エ
と
は
正
反
対
の
、
人
工
的
で
モ
ダ

ン
な
ス
タ
イ
ル
。
音
楽
は
、
不
規
則
な

字
余
り
・
字
足
ら
ず
の
リ
ズ
ム
。
新
奇

な
踊
り
と
音
楽
は
、
観
客
の
目
と
耳
に

劇
薬
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
で
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。�

　
興
行
師
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
は
、
格
式
の

高
い
劇
場
の
着
飾
っ
た
招
待
客
の
前�

で
、あ
え
て
何
の
説
明
も
な
く
、
い
き

な
り
こ
の
作
品
を
上
演
し
ま
し
た
。
初

演
は
さ
ん
ざ
ん
な
状
態
で
し
た
。
観
客

は
怒
り
出
し
、
会
場
は
ブ
ー
イ
ン
グ
の

嵐
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
が
ダ
ン
サ

ー
に
は
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う

で
す
。�

　
で
も
、
初
演
が
大
騒
動
を
巻
き
起
こ

し
た
こ
と
は
、
曖
昧
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
る
よ
り
も
、
か
え
っ
て
こ
の
作
品
に

は
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。�

　
「
春
の
祭
典
」
は
、
観
客
を
共
感
の

渦
に
巻
き
込
も
う
と
す
る
従
来
の
芸
術

の
在
り
方
そ
の
も
の
に
疑
問
を
投
げ
か

け
る
作
品
で
し
た
。
「
感
動
」
の
押
し

売
り
で
は
な
く
、
驚
き
と
違
和
感
が
人�

々
の
心
と
カ
ラ
ダ
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

未
知
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
、
い
わ
ば�

「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
が
、
２０
世
紀
の
芸

術
の
新
し
い
表
現
戦
略
だ
っ
た
の
で
す
。�

受
験
講
座
（
夏
期
）�

第
６０
回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
７
月
２９
日
）�

１０
年
度
　
入
学
試
験
結
果�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑩�

新
時
代
の
扉
こ
じ
開
け
た�
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畠山歩美さんの�

香港奮闘記�

　
Ｆ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
三
大
歌
曲
集

の
一
つ｢
冬
の
旅｣

の
無
伴
奏
混
声
合
唱

版
が
作
曲
家
・
千
原
英
喜
講
師
の
手
で

完
成
。
６
月
２７
日
、
い
ず
み
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
ア
・
カ
ペ
ラ
室
内
混
声

合
唱
団
「
ザ
・

タ
ロ
ー
・
シ

ン
ガ
ー
ズ
」

の
第
１７
回
大

阪
定
期
演
奏

会
で
世
界
初

演
さ
れ
ま
す
。�

　
「
冬
の
旅
」
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

が
病
気
で
亡
く
な
る
１
年
前
、
３０
歳
の

と
き
に
作
曲
し
た
連
作
歌
曲
集
（
全
２４

曲
）。
詩
は
「
美
し
き
水
車
小
屋
の
娘
」

と
同
じ
ド
イ
ツ
の
詩
人
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム�

・
ミ
ュ
ー
ラ

ー
に
よ
る
も

の
で
す
。
恋

に
破
れ
、
さ

す
ら
い
の
旅

を
す
る
若
者

の
心
象
風
景

を
描
い
た
作

品
。
ド
イ
ツ
・

リ
ー
ト
の
最

高
峰
と
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
「
ザ
・
タ

ロ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
」
を
主
宰
す
る
里

井
宏
次
教
授
は
ア
・
カ
ペ
ラ
に
よ
る�

「
冬
の
旅
」
の
全
曲
演
奏
を
企
画
。
無

伴
奏
混
声
「
お
ら
し
ょ
」、
混
声
合
唱

と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
組
曲
「
あ
る
真
夜

中
に
」
な
ど
数
多
く
の
合
唱
作
品
を
出

し
て
い
る
千
原
講
師
に
ア
・
カ
ペ
ラ
混

声
合
唱
向
け
に
編
曲
を
依
頼
、
旋
律
も

伴
奏
も
声
だ
け
と
い
う
新
し
い
創
造
芸

術
「
冬
の
旅
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。�

　
「
声
、
ピ
ア
ノ
パ
ー
ト
を
一
音
符
た

り
と
も
省
略
す
る
こ
と
な
く
編
作
し
ま

し
た
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
歌
唱
法
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
的
発
声
法
を
用
い
、

従
来
の
『
冬
の
旅
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
、
ま
た
一
新
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
千
原
講
師
。�

　
里
井
教
授
は
「
こ
れ
ま
で
聴
い
た
こ

と
の
な
い
『
冬
の
旅
』
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
世
界
初
演
に
一
人
で
も
多
く

の
方
が
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。�

　
演
奏
会
は
１７
時
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト
の

申
し
込
み
は
大
阪
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
協
会

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
６
‐
６
１
３
５
‐
０
５

０
３
）
へ
。
前
売
り
３
５
０
０
円
、
当

日
４
０
０
０
円
、
学
生
１
５
０
０
円
。�

　
香
港
日
本
人
学
校
に
赴
任
し
て
、
早

く
も
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

新
し
い
住
ま
い
は
７４
階
建
て

の
ア
パ
ー
ト
。
日
系
の
大
型

量
販
店
が
近
い
の
で
、
日
本

の
生
活
と
全
く
変
わ
り
ま
せ

ん
。
い
ろ
ん
な
言
語
が
街
中

を
行
き
交
い
、
国
際
都
市
と

は
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
、

と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
香
港
は
本
当
に
治

安
の
良
い
街
。
こ
ち
ら
の
先
輩
曰
く
、

日
本
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
ス
リ
が
多
い
と

か
。�

　
学
校
は
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
街
の

中
心
部
か
ら
離
れ
た
大
き
な
丘
の
上
に

あ
り
ま
す
。
ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン
の
出
身

中
学
校
が
目
の
前
に
あ
っ

た
り
し
て
。
そ
の
丘
を
猛

ス
ピ
ー
ド
で
走
る
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
で
出
勤
す
る
の
が
私
た
ち
の

日
課
で
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
一
番
の
悩

み
は
、
ズ
バ
リ
乗
り
物
酔
い
。�

　
職
員
室
の
雰
囲
気
は
と
て
も
明
る
く
、

「
香
港
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
環
境
も
充
実
し
、

何
と
い
っ
て
も
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
弾

け
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
こ
の
ピ
ア
ノ
、
３０
年
以
上

も
使
っ
て
い
る
古
い
ピ
ア
ノ
で
、
な
ん

と
入
学
式
の
前
に
「
ド
」
の
音
が
出
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
。
急

遽
、
調
律
し
た
も
の
の
、
今
度
は
「
シ
」

の
音
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。�

　
「
中
古
で
い
い
か
ら
、
満
足
に
音
が

出
る
ピ
ア
ノ
が
欲
し
い
」。
新
任
先
生

の
切
な
る
願
い
で
す
。�

■
第
３
回
関
西
ピ
ア
ノ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
２
０
０
９ V

irtuo
se

部
門
　
準
グ
ラ

ン
プ
リ
　
竹
内
美
紀
（
００
年
大
卒
・
ピ

ア
ノ
）
＝
１
月
１０
日
、
大
阪
・
ア
ゼ
リ

ア
大
正
ホ
ー
ル
。
日
本
ピ
ア
ノ
研
究
会

主
催�

■
第
４
回
電
子
オ
ル

ガ
ン
の
為
の
作
品
公

募
　
予
選
譜
面
審
査

で
選
ば
れ
、
本
選
公

開
演
奏
審
査
に
入
選

　
杉
本
友
樹
（
大
３
・

作
曲
）
＝
３
月
１３
日
、

東
京
・
渋
谷
エ
レ
ク

ト
ー
ン
シ
テ
ィ
。
全

日
本
電
子
楽
器
教
育

研
究
会
な
ど
主
催�

■
第
１２
回
万
里
の
長

城
杯
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
　
ピ
ア
ノ
部

門
大
学
の
部
　
１
位
　
櫻
井
奈
月
（
大

２
・
ピ
ア
ノ
）
▽
ピ
ア
ノ
部
門
一
般
の

部
Ａ
　
１
位
　
田
所
千
佳
（
０８
年
大
卒
・

ピ
ア
ノ
）
＝
３
月
２７
日
、
尼
崎
市
・
ピ

ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
。
中
国
音
楽
理
事
会

主
催�

満
足
に
音
出
る
ピ
ア
ノ
を�

ア
・
カ
ペ
ラ
版
「
冬
の
旅
」
世
界
初
演�

千原講師に委嘱�

「タロー」6月に大阪で発表�

コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

�

竹内美紀�杉本友樹�櫻井奈月�田所千佳�

里井宏次教授�千原英喜講師�
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池田洋子　神戸女学院大学名誉
教授。マリア・カナルス国際コン２位。
演奏生活５０周年を記念して今年
１０月３日、いずみホールでオールショ
パンプログラムの演奏会を開く。�

　
シ
ョ
パ
ン
は
作
曲
家
で
あ
る
と
同
時
に
た
ぐ
い
ま
れ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、

そ
の
演
奏
は
大
変
繊
細
で
陰
影
豊
か
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
池
田
洋
子
本
学
客
員
教
授
が
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
に
師
事
し
た
Ａ
・

コ
ル
ト
ー
、
シ
ョ
パ
ン
の
教
え
を
直
接
受
け
た
Ｌ
・
デ
ィ
エ
メ
ら
に
師
事

し
、
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
継
承
し
な
が
ら
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
Ａ
・
コ
ル
ト
ー

の
教
え
を
ま
じ
え
、
シ
ョ
パ
ン
の
演
奏
法
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。�

　
い
つ
頃
か
ら
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
を
弾

き
始
め
た
の
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の
音
楽
歴
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

折
あ
る
ご
と
に
シ
ョ
パ
ン
を
弾
い
て
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
シ
ョ
パ
ン
の
音

楽
は
、
一
番
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
思
い
入
れ
も
一
段
と
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
シ
ョ
パ
ン
は

難
し
い
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
シ
ョ
パ
ン

を
選
ぶ
と
損
を
す
る
と
ま
で
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
作
品
を
演
奏
す
る
上

で
、
シ
ョ
パ
ン
ほ
ど
〝
シ
ョ
パ
ン
ら
し

い
音
〞
を
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
求
め
る
作

曲
家
は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
弾
く
側
か
ら
い
う
と
難
し
い
シ
ョ

パ
ン
で
す
が
、
聴
く
側
か
ら
み
る
と
、

シ
ョ
パ
ン
ほ
ど
心
に
残
る
美
し
く
親
し

み
や
す
い
旋
律
の
音
楽
は
他
に
例
が
な

い
で
し
ょ
う
。�

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
い
わ
れ
て
い
る
シ
ョ

パ
ン
で
す
が
、
お
父
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
な
か
に
は

多
分
に
フ
ラ
ン
ス
的
で
洗
練
さ
れ
た
し
ゃ

れ
気
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
的
セ
ン

ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
族
的
リ
ズ
ム
感

が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
、
ワ
ル
ツ
や
マ

ズ
ル
カ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ

と
い
う
楽
器
を
こ
れ
ほ
ど
歌
わ
せ
る
音

楽
と
し
て
作
曲
し
た
の
も
、
他
に
例
を

み
な
い
と
思

い
ま
す
。
祖

国
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
心
を
よ

せ
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
で

一
生
を
終
え

た
シ
ョ
パ
ン

の
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
は
、
祖
国

を
思
う
力
強

さ
が
秘
め
ら

れ
て
い
て
、
単
な
る
哀
愁
に
満
ち
た
甘

い
旋
律
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
人
の
心
を

打
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
の
よ
う
な
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
の
演

奏
に
は
透
明
感
の
あ
る
、
や
わ
ら
か
な

美
し
い
音
色
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
を
崇
拝
し
て
い
た
シ
ョ
パ
ン

の
音
楽
に
は
、
音
楽
の
流
れ
に
自
由
さ

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
演
奏
す
る

側
に
も
即
興
的
感
覚
が
欲
し
い
も
の
で

す
。�

　
一
九
五
六
年
か

ら
六
〇
年
ま
で
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
に
留

学
し
、パ
リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル

音
楽
院
の
演
奏
家
コ
ー
ス
で
、
創
立
者

で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ル
ト
ー
先

生
と
ジ
ュ
ル
・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
先
生
に
師

事
し
ま
し
た
。
五
〇
年
前
の
日
本
と
フ

ラ
ン
ス
の
演
奏
法
は
根
本
的
に
違
っ
て

い
ま
し
た
。
指
だ
け
で
弾
い
て
い
た
日

本
と
違
っ
て
、
手
首
、
肘
、
腕
の
力
を

抜
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
使
っ
て

ピ
ア
ノ
を
弾
く
よ
う
徹
底
的
に
直
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
指
の
い
ろ
い
ろ
な
面

を
使
っ
て
、
打
鍵
を
試
み
て
音
色
の
変

化
を
出
す
こ
と
。
こ
れ
は
〝
シ
ョ
パ
ン

ら
し
い
音
〞
を
追
求
す
る
上
で
も
大
事

で
す
。
も
ち
ろ
ん
留
学
中
の
四
年
間
に

完
全
に
学
べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
こ
の
二
つ
の
基
本
的
で
最
も

大
切
な
教
え
を
研
究
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
特
に
シ
ョ
パ
ン
に
造

詣
の
深
い
コ
ル
ト
ー
先
生
に
直
接
師
事

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
恵

ま
れ
た
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
当

時
の
コ
ル
ト
ー
先
生
は
八
〇
歳
。
と
て

も
穏
や
か
で
、
大
き
な
眼
を
ま
ん
丸
く

し
て
、
に
っ
こ
り
し
な
が
ら
握
手
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
手
の
や
わ
ら

か
い
こ
と
。
で
も
握
手
さ
れ
る
と
き
の

力
強
い
こ
と
（
私
の
手
が
痛
く
な
る
位

強
く
）
、
鋭
い
視
線
の
中
に
温
か
い
心

が
感
じ
ら
れ
た
一
瞬
は
今
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。�

　
レ
ッ
ス
ン
は
年
５
〜
６
回
。
パ
リ
の

音
楽
院
だ
っ
た
り
、
ス
イ
ス
、
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
の
ご
自
宅
だ
っ
た
り
。
コ
ル
ト
ー

先
生
の
演
奏
は
常
に
即
興
的
で
、
だ
れ

に
も
真
似
の
で
き
な
い
テ
ン
ポ
感
を
お

持
ち
で
、
個
性
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
し

た
が
、
ご
自
分
の
解
釈
や
表
現
方
法
を

押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
よ
り
楽

譜
に
書
か
れ
た
音
楽
や
和
声
的
響
き
か

ら
音
楽
を
読
み
取
り
、
ご
く
自
然
に
表

現
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

シ
ョ
パ
ン
は
、
ど
ん
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
も

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
（
歌
う
よ
う
に
）
に
弾

く
よ
う
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

私
は
常
に
ど
ん
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
も
決
し

て
音
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
聴
衆
に

語
り
か
け
る
演
奏
を
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。�

１９５７年夏　スイス・ローザンヌ　Ａ．コルトー
宅で　左端がコルトー、右から二人目がジャン
ティ、中央が池田客員教授�

ショパン生誕200年記念�
Approach to Chopin�
vol.2　演奏法�

即
興
性
と
カ
ン
タ
ー
ビ
レ�

透
明
感
あ
る
や
わ
ら
か
な
音
色
を�

客
員
教
授
　
池
田
洋
子�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

幸
楽
会
新
会
長
に
松
尾
昌
美
名
誉
教
授�

「
母
校
あ
っ
て
の
同
窓
会
」�

 

大
阪
音
楽
大
学
同
窓
会
《
幸
楽
会
》

の
１０
年
度
総
会
が
４
月
２５
日
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

は
３
年
間
会
長
を
つ
と
め
た
矢
野
蓉
子

名
誉
教
授
が
退
任
さ
れ
、
新
会
長
に
松

尾
昌
美
名
誉

教
授
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

松
尾
新
会
長

は
就
任
の
ス

ピ
ー
チ
で
「
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
在
学
生
の
方

に
も
幸
楽
会
の
存
在
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
大
阪
音
楽
大
学
を
社
会
に
対
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
。
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

〝
母
校
あ
っ
て
の
同
窓
会
〞
で
す
か
ら
、

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
母
校
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
総
会
に
先
立
ち
、
初
め
て
卒

業
生
限
定
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
か
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ァ
ー
や
公
開

レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
の

み
な
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
、

声
楽
や
ピ
ア
ノ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス

の
レ
ッ
ス
ン
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
在

学
生
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

２７
組
の
応
募
者

か
ら
選
ば
れ
た

３
組
が
出
場�

し
、
片
岡
里
沙

子
さ
ん
ら
８
人

の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
金
管
八
重

奏
が
み
ご
と
１

位
に
選
ば
れ
ま

し
た
。�

　１０年度の学内放送アナウンサーはこの４人のみなさんです。授業期間中の月
曜日から木曜日の昼休み時間、学生生活に役立つ情報をお知らせします。ぜひ
チェックしてください。�

2010 College Announcer

Monday�
松田祐季さん（大３　声楽）�

Tuesday�
村上優子さん（大４　ピアノ）�

Wednesday�
伊豆田佑香さん（大４　声楽）�

Thursday�
杉山恵梨さん（大４　ヴァイオリン）�

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
杉
山
さ

ん
ら
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ト
と

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

ト

リ

オ

"F
risch

es 
L
a
u
b
"

を

組
ん
で
、

室
内
楽
を

演
奏
し
て

い
ま
す
。
去
年
雅
楽
の
授
業

で
笙
を
吹
い
た
の
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。�

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
お
仕
事

は
緊
張
し
ま
す
が
楽
し
い
で

す
。
大
阪
で
音
楽
家
が
集
う

「
音
楽
の

祭
日
」
と

い
う
イ
ベ

ン
ト
に
参

加
し
て
、

６
月
１９
日

に
大
阪
の
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

で
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
パ
ル
テ

ィ
ー
タ
を
演
奏
し
ま
す
。�

　
１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
６
月

４
日
に
ミ

レ
ニ
ア
ム

ホ
ー
ル
で

自
主
公
演

「
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ

ー
テ
ル
」
の
グ
レ
ー
テ
ル
役

で
出
演
す
る
の
で
、
今
稽
古

の
真
っ
最
中
で
す
。�

　
今
年
のT

u
tti

オ
ペ
ラ「
天

国
と
地
獄
」
に
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス

役
で
出
演
し
ま
し
た
。
一
年

前
か
ら
取

り
か
か
り

半
年
間
稽

古

を

し

�

て
、
本
番

で
ま
さ
に

燃
え
尽
き
ま
し
た
。
客
席
か

ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。�

在学生アンサンブルコンテストで１位
を受賞した金管八重奏アンサンブル�

ピアノジョイントコンサート�
６月６日（日）１４時　神戸芸術センター�
浅野裕子　岡部圭子　小澤華子�
1０７８-６２１-０３５８　小澤�

リコーダー・オーケストラ　デル・ソーレ大阪�
第３回コンサート�
６月１３日（日）１４時　甲東ホール�
井上佳代　織田優子　山本佳美　ほか�
1０９０-２１０４-５９５６　織田�

第８回アマデウスコンサート�
６月２０日（日）１４時　みつなかホール�
小山隆子　角田信江　松田真里子　塩野明美�
山下典子　大井千世　井澤利�
1０７２-７５９-０４７８　松田�

西洋古楽器による小演奏会ｖｏｌ．６７�
６月２５日（金）１９時　草片�
森本英希　赤坂放笛　吉竹百合子�
1０７４５-５５-２４７８　そう楽舎�

くまの集会Ｐａｒｔ６�
６月２７日（日）１４時　ノア・アコルデ�
菊池栄子　廣谷幸子　春本佳代�
1０９０-５６４８-６３４８　春本�

２台ピアノによる２２世紀のクラシック�
７月９日（金）１９時　兵庫県立芸術文化センター�
神戸女学院小ホール�
山本京子　武田有賀　細木一子　前田陽子�
1０９０-３６５７-８１４３　ｏｆｆｉｃｅ ＫＡ．ＨＯ．ＲＵ�

モディス・ピアノトリオ室内楽コンサート�
７月２３日（金）１９時　ザ・フェニックスホール�
山内美奈　仁科人美　日野俊介�
1０６-６８５８-００８４　ミュージックアートステーション�

彩りジョイントコンサート�
８月８日（日）１３時３０分　ローズ文化ホール�
板井利果　大江さゆり　久成由美子�
荒木直美　荒井洋子　中村美智子　ほか�
1０８０-１４４８-８９７３�

《幸楽会》後援演奏会�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

This is Quintet�
６月５日（土）１７時　池田市民文化会館�
延原弘明　赤松由夏　池上尚里　角田知子�
後藤敏子　成川昭代�
1０７２-７２５-５３７７　後藤�

退屈かな？室内楽コンサート�
６月６日（日）１４時３０分　南港サンセットホール�
一般１５００円　学生１０００円　当日３００円増�
白土文雄　今榮くみこ　久保美緒�
1０６-６６１５-５００５　ＡＴＣ企画推進チーム�

第２６回大音コンサート�
６月１３日（日）１３時３０分　秋篠音楽堂�
船谷浩子　ヴォーカルアンサンブルＮＡＲＡ�
熊本祐美子　馬場喜子　アウガルテン�
1０７４２-２２-２６６０　石原�

井上麻子×藤井快哉ＤＵＯリサイタル２０１０�
６月２５日（金）１９時　ザ・フェニックスホール�
武満徹：閉じた眼Ⅱ　ほか�
1０６-６２５１-８２６６　ヤマハアトリエ大阪�

ザ・タロー・シンガーズ第１７回定期演奏会�
６月２７日（日）１７時　いずみホール�
里井宏次　ザ・タロー・シンガーズ�
シューベルト／千原英喜編曲：「冬の旅」�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

キャトル・フィーユ　ミレニアムコンサート�
７月１２日（月）１８時３０分　ミレニアムホール�
西川綾子　丹下緒　有吉真希　大畑奈津子�
1０９０-３２７８-５０７７　キャトル・フィーユ�

ショパン生誕２００年～ピアノｄｅクラシック～�
７月２８日（水）１９時　姫路キャスパホール�
高原珠美　村上ひろみ　竹内恵美　吉田裕文�
1０７９-２３６-０７０２　吉田�

フレンドシップガラコンサート２０１０　茨木公演�
８月８日（日）１４時　茨木市市民総合センター�
原真奈美　齋藤杏子　遠藤留美子　米田依未�
水沼文恵　下岡万佑子　橋田波子　本郷舞�
金川知子　森孝裕　籔川直子�
1０７９７-５７-０６４３　フレンドシップ事務局�
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第
２８
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
セ
ミ
ナ
ー

「
モ
ン
ゴ
ル
の
風
に
の
せ
て
」
は
３
月

２０
日
に
音
楽
博
物
館
で
催
さ
れ
、
モ
ン

ゴ
ル
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
モ
ン
ゴ
ル
・

ア
ヤ
ン
グ
ー
」
の
４
人
が
出
演
。�

　
ま
ず
、
西
岡
信
雄
名
誉
教
授
が
「
歌
、

声
、
そ
し
て
５
種
類
の
楽
器
を
紹
介
し

モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
を
思
い
起
こ
す
よ
う

な
音
楽
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。�

　
メ
ン
バ
ー
は
リ
ン
ベ
（
横
笛
）、
ホ

ー
ミ
ー
の
Ｍ
・
サ
ウ
ガ
ゲ
レ
ル
さ
ん
、

馬
頭
琴
の
Ｏ
・
バ
ト
ト
ゥ
グ
ス
さ
ん
、

ビ
シ
ュ
ク
ー
ル
、
ホ
ー
ミ
ー
の
Ｊ
・
バ

ト
バ
ヤ
ル
さ
ん
、
オ
ル
テ
ィ
ン
ド
ー
、

ボ
キ
ン
ド
ー
の
Ｂ
・
バ
ト
ツ
ェ
ツ
ェ
グ

レ
ン
さ
ん
で
、
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
の
合
奏

や
、
ホ
ー
ミ
ー
独
唱
な
ど
を
た
つ
ぷ
り

披
露
し
ま
し
た
。�

　３月３１日は“耳に一番（みみにいちばん）”、オー

ケストラの日です。ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽

団も昼は豊中市役所、夜はＮＨＫ大阪ホールと大

忙し。美しい音楽で、市民の“耳”を楽しませました。�

�

�

　豊中市役所第二庁舎で開かれた「市民ロビー

ゆうゆうコンサート」にはザ・カレッジ・オペラハウス

管弦楽団団員２２人と同合唱団員９人が出演。両

者お得意のオ

ペラの楽曲な

どを披露すると、

音楽に吸い寄

せられるように

続々と人々が

集まり、子ども

連れの若いお

母さんは「近

所に住んでい

ますが、子ども

にオーケストラ

を聴かせる機

会が少ないので来てよかった」と喜んでいました。�

�

�

　ＮＨＫ大阪ホールで行われたリレー・コンサート

では京阪神地区合同オーケストラに団員１５人が

参加。一階アトリウムには各楽団のブースが設けら

れ、ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団のブースで

はオペラのＤＶＤに人だかりが。楽器体験コーナー

では、団員の山根朋子さんが子どもたちにヴァイオ

リンの手ほどきを。市民とふれあい、オーケストラを

身近に感じてもらう一日となりました。�

ホーミーや民謡の合奏披露�
第２８回ミュージアム・セミナー�

オペ管  大忙し� 「オーケストラの日」�

豊�中�市�役�所�

N H K ホ�ー�ル�

　
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
軍
楽

隊
が
使
っ
た
大
太
鼓
キ
ョ
ス
。

ラ
ク
ダ
に
乗
せ
て
叩
く
た
め
に

一
対
で
使
っ
て
い
た
習
慣
が
現

在
の
テ
ィ
ン
パ
ニ
に
踏
襲
さ
れ

て
い
ま
す
。�

楽器を奏でる人形たち�

テ
ィ
ン
パ
ニ
の
祖
�

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵）�


